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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。

制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
http://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

編
集
後
記

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

KikuchiCityPublicRelationsM
agazine

10
O
ctober.2016
Vol.163

印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
9/25 9/26 9/27 9/28 9/29 9/30 1

◆御所通りまちなか
ギャラリー�
～10/16まで
御所通り繫栄会各
店舗

●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

2 3
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

4
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

5
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

6
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

7
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
■生活支援サポー
ター養成講座�
10:00 ～15:00
菊福館

8
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図

9
◆ 第 １ 回 栗 だ ご
フェスタ in 楽市
11:00 ～ 15:00
菊池市白龍ふれあ
いセンター
◆熊本交響楽団菊
池公演
開演 14:00 ～
泗　ホ

10 体育の日 11
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
◆議会報告会�
19:00 ～泗　公

12
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課
◆議会報告会�
19:00 ～菊文館

13
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
◆議会報告会�
19:00 ～旭　公

14
■生活支援サポー
ター養成講座�　
10:00 ～15:00
菊福館
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
◆議会報告会�
19:00 ～七　公

15
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
◆きくち秋まつり
通し物⑨
11:00～商店街一帯
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●古典を楽しむ会 
14:00 ～泗　図

16
◆きくち秋まつり
第２回菊池一族歴
史交流シンポジウ
ムほか⑨
９:30～菊文館
●おたのしみ会
14:00 ～泗　図

17 18
■認知症サポータ
ー養成講座�
14:00～菊福館

19
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

20
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
■行政無料相談
13:00 ～15:00
泗支所
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

21
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公

22
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図
◆第43回菊池まち
づくり道場�
19:00 ～松倉邸

■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課 ◆七城ふるさとコ

スモスまつり
17:00 ～七城温泉
ドーム付近

23
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町
◆鞠智城の日�
10:00 ～ 15:00
歴史公園鞠智城

24
■納税相談夜間窓口
�～10/28まで
～20:00税務課

25
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

26
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課
◆人権コンサート
�19:00 ～旭　公

27
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福

28
●おはなしの部屋 
11:00 ～泗　図
◆菊池市文化祭合
同開会式・前夜祭�
18:30 ～七　公

29
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

30
◆くまもと・みん
なの川と海づくり
デー�
7:30 ～9:00
泗支所

31 11/1
◆菊人形・菊まつり
�　～11/15まで
9:00 ～17:00
菊池市民広場

11/2
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

11/3 文化の日
◆泗水秋まつり�
9:00 ～孔子公園
◆第31回しすいコ
スモスマラソン大会
泗水孔子公園
9:40スタート
◆アートフェスティ
バル�～11/6まで
10:00 ～17:00
旧龍門小学校ほか

11/4
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

11/5
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

情報と元気を発信するマガジン
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▼
「
ま
ん
が
風
雲
菊
池
一
族
」、

皆
さ
ん
は
読
ん
だ
こ
と
あ
り
ま

す
か
。
18
年
ぶ
り
に
読
み
返
し

ま
し
た
が
、
忠
義
を
貫
き
絆
を

大
切
に
す
る
一
族
の
生
き
ざ
ま

を
あ
ら
た
め
て
誇
り
に
思
い
ま

し
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
こ
の

魅
力
を
伝
え
た
い
で
す
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
さ
ん
、
次
の
大
河
ド
ラ
マ
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

  

野
中 

▼
来
年
秋
に
開
館
予
定
の
菊
池

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
11
月

末
ま
で
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
▼
10
月
で
１
歳
に
な
る

次
女
。
早
く
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う

に
、
毎
日
お
風
呂
で
発
声
練
習

し
て
い
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー

は
２
つ
「
パ
パ
」「
パ
パ
好
き
」。

妻
は
ま
だ
知
り
ま
せ
ん
。
楳
田

▼
菊
池
人
に
掲
載
し
た
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
の
平
山
さ
ん
。
見

る
者
を
惹
き
つ
け
る
迫
真
の
演

技
に
私
も
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

が
、
予
想
外
に
動
き
が
速
い
！

し
か
も
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
!!

演
技
を
必
死
に
追
う
も
、
フ
レ

ー
ム
に
収
ま
り
切
ら
な
か
っ
た

写
真
が
多
々
…
。
カ
メ
ラ
、
修

行
し
ま
す
。　
　
　
　
　

伊
藤



８月末の人の動き
人　口 対前月比

総人口：49,716 人 － 31
　 菊池：24,802 人 － 29
　 七城： 5,412 人 2
　 旭志： 4,718 人 － 10
　 泗水：14,784 人 6
男　性：23,867 人 － 32
女　性：25,849 人 1
世　帯： 18,774 世帯 0

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,552 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 27,856 人 57%
65 歳以上 　： 15,339 人 30%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
3 菊池人　平山美夢さん

4 風雲 菊池一族
8 きくち秋まつり

10 菊池市生涯学習センター空間デザイン
愛称募集 / 愛称選考委員会一般審査員募集

12 第４回「菊池米」食味コンクール
15 エンジョイスポーツ

16 生活支援に関する情報

18
19

プラチナ未来人財育成塾参加報告
社会を明るくする運動　中学生の部優秀作文

20 健康だより
上手な休養取れていますか？
複合健診の追加健診を実施します／献血にご協力ください
／歯ッピーキッズ

22
23

文芸きくち
図書だより

24
25

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

26

～

37

情報つう
▼お知らせ
インフルエンザ予防接種／菊池体育センター・勤労青少年ホーム
閉館／優良運輸事業者を利用しましょう／埋蔵文化財包蔵地内の
開発は届け出が必要です／菊池市の放射線量／本人通知制度を実
施します／ 10 月の「税」の納期限 10 月 31 日㈪／社会生活基本
調査を実施します／農用地利用計画の変更申出書を受け付けます
／介護予防ミニ講座／お詫びと訂正／結核健診（地区巡回）を実施
します

▼募集
ＪＩＣＡボランティア秋募集／平成 29 年度看護学生募集／竜門ダ
ムウオーキング参加者募集／農地を貸したい人・借りたい人を募集
しています／シニアワークプログラム講習会受講者募集／平成 28
年度菊池市営住宅補充入居者を募集します／肥後古代の森ふるさ
と歴史探訪参加者募集／「児童福祉週間」標語を募集します／職
業訓練コース受講生募集／幸せさがし「合コン」～パート 46 ／小
学生～高校生のための冬休み海外研修プログラム／「ほの宵まつ
り」つくりびと参加者募集

▼相談・講演・講習
労使紛争の解決に「あっせん」をご利用ください／もの忘れ相談
会／納税相談夜間窓口を開設します／認知症介護家族のつどい／
法律無料相談会／行政相談週間／男女共同参画専門委員相談／
農業を始めたい人を応援します／こころの相談／救命講習／認知
症サポーター養成講座／生活支援サポーター養成講座／成年後見
セミナー

▼イベント
熊本再春荘病院第 14 回健康フェスティバル／第 43 回菊池まち
づくり道場／熊本矯正展／未就学児のためのすくすく講座／くまも
と・みんなの川と海づくりデー／菊人形・菊まつり／人権コンサー
ト／豊潤橋（水管橋）放水見学会中止／議会報告会／御所通りま
ちなかギャラリー／鞠智城の日／菊芋・ヤーコン収穫体験ツアー／
泗水秋まつり／第12回菊池市文化祭／市民の広場／AR 動画の視
聴方法／アートフェスティバル

38
39

地域おこし協力隊を紹介します！／シリーズ文教の偉人
菊池っ子だより

40 TOPICS ～まちの話題～
42
43

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙
21 年前に発刊された「ま
んが風雲菊池一族」に登場
する第 15 代菊池武光の雄
姿です。南北朝時代、南朝
方として戦い、大宰府に
征西府を置いて 12 年間に
わたり九州を統治しました。
菊池市民広場にある騎馬像
のモデルにもなっています。

（関連 4 ページ～）

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

菊池女子高等学校２年

平山美夢さん40

1_ バトンから離れるとプリクラ好きな女子高生　2_ 菊池女子高校バトン部の４人。同
校は平山さんの入学を機にバトン部を創部。学校を挙げて応援している　3_156センチ
の小柄な身長を感じさせない躍動感ある演技で観客を魅了する

２１ ３

夢はバトンで
世界一

Profile　ひらやま・みゆ
平成 11 年７月２日生まれ。川辺保育園
時代にバトントワリングと出会い、旭志
小、旭志中を経て菊池女子高校に入学。
現在もメリーホッパーズで活動中。２
月にアメリカのフロリダ州で開催された

「Twirl Mania」のテクニックを競うソロ
部門で優勝。日本バトン協会の指導ライ
センス３級を取得した。川下区在住。17歳。

　

表
現
豊
か
な
ダ
ン
ス
と
と
も
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
バ
ト
ン
さ

ば
き
。
普
段
の
笑
顔
が
一
転
、
演
技
に
入
る

と
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
。
バ
ト
ン
が
意
志
を

持
っ
た
か
の
ご
と
く
自
由
自
在
に
動
く
演
技

は
、
一
瞬
で
見
る
者
を
引
き
付
け
る
。

　

熊
本
市
や
旭
志
で
活
動
す
る
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
教
室
「
メ
リ
ー
ホ
ッ
パ
ー
ズ
」
に
通

う
姉
の
影
響
で
、
５
歳
か
ら
バ
ト
ン
を
始
め

た
。「
ク
ル
ク
ル
回
す
の
が
楽
し
く
て
」
と

競
技
は
好
き
だ
っ
た
も
の
の
、
練
習
は
大
嫌

い
。
辞
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
何
度
も
あ
る

と
打
ち
明
け
る
。
絶
対
音
感
と
抜
群
の
表
現

力
を
武
器
に
大
き
な
期
待
を
さ
れ
る
も
、
大

舞
台
に
弱
く
、
本
番
で
実
力
を
発
揮
で
き
な

い
日
々
が
続
い
た
。

　

転
機
は
中
学
３
年
の
九
州
大
会
。
わ
ず
か

０・
１
点
差
に
泣
き
、
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
逃
し
た
。「
悔
し
く
て
、
し
っ
か
り
練
習

に
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
演

技
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
練
習
も

楽
し
く
な
っ
た
」。
高
校
に
入
る
と
、
１
年

生
な
が
ら
県
大
会
で
１
位
に
。
こ
と
し
９
月

に
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
で
は
、
高
等
学
校
個
人
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
部
門
で
４
位
に
輝
い
た
。

　

練
習
を
休
ん
だ
の
は
12
年
で
一
度
だ
け
。

貴
重
な
オ
フ
の
時
間
は
、
友
人
と
の
映
画
鑑

賞
や
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
普
通
の
高
校
生
だ
。

「
ま
ず
は
来
年
１
月
の
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
選
手
権
九
州
大
会
で
３
位
以
内
に
入

り
、
全
国
大
会
へ
進
む
こ
と
。
そ
し
て
、
い

つ
か
日
本
代
表
と
し
て
世
界
大
会
に
行
き
た

い
」。
菊
池
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く
日
を
夢

見
て
、
今
日
も
バ
ト
ン
を
回
し
続
け
る
。

■マチイロとは
　いつでもどこでも広報紙を読むことが
できるようになるスマートフォン用無料ア
プリです。毎月広報紙が発行されるとお知
らせが届きます。他の自治体の広報紙も
読むことができます。詳しくはマチイロの
ホームページをご覧ください。
Ⓗ http://machiiro.town/

↑マチイロ
 ホームページ 
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響
も
あ
っ
て
か
、
子
の
４
代
経つ

ね

宗む
ね

は
鳥
羽
院

武
者
所
（
鳥
羽
上
皇
の
御
所
を
警
固
し
た
武

士
）と
し
て
出
仕
し
、
５
代
経
直
も
父
の
跡

を
継
い
で
出
仕
し
て
い
ま
す
。

源
平
、元
寇
、不
遇
の
時
代

６
代
隆た

か

直な
お

～
９
代
隆た

か

泰や
す

（
12
世
紀
中
頃
）

　

菊
池
氏
に
と
っ
て
は
不
遇
の
時
代
で
す
。

当
時
平
家
の
勢
い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ず
、
九
州
ま
で
も
支
配
下
に
入
れ
よ
う
と

勢
力
を
拡
大
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
、
６
代
隆
直
は
近
隣
の
豪
族
た
ち

と
結
束
し
内
乱
を
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
隆
直
は
周
り
の
豪
族
か
ら

「
肥ひ

後ご

権ご
ん
の

守か
み

」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
菊
池
一
族
が
実
質
的
な
肥
後
の
国
司

（
ト
ッ
プ
）と
し
て
そ
の
他
の
勢
力
か
ら
も

正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
飢
饉
の
影
響
も
あ
り
平

家
に
降
参
。
以
後
は
平
家
方
と
し
て
戦
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
平
家
の
没
落
後
は
鎌
倉

幕
府
に
多
く
の
所
領
を
奪
わ
れ
、
冷
遇
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10
代
武た

け

房ふ
さ

（
13
世
紀
中
頃
）

　
こ
の
状
況
を
挽
回
し
よ
う
と
活
躍
し
た
の

が
、
10
代
武
房
で
す
。
元
（
モ
ン
ゴ
ル
）
軍

が
攻
め
て
き
た
元
寇
で
は
、
当
時
を
記
録
し

た
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」に
２
回
も
登
場
す
る

菊
池
一
族
の
ル
ー
ツ

　
近
年
ま
で
中
央
の
有
力
貴
族
で
あ
る
藤
原

氏
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
第
17
代
武た

け

朝と
も

が
、
仕
え
て
い
た
吉
野
の
朝
廷
に
送
っ
た

手
紙
（
菊
池
武
朝
申
状
）に
「
大
宰
府
の
長

官
藤ふ

じ

原わ
ら
の

隆た
か

家い
え

の
子
孫
則の

り

隆た
か

が
、
菊
池
氏
の
始

ま
り
だ
」と
書
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
最
近
の
研
究
で
は
、
初
代
則
隆
は
地
方

の
豪
族
で
、
11
世
紀
前
半
に
藤
原
隆
家
に
仕

え
た
武
人
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

則
隆
赴
任
。
領
地
拡
大
へ

初
代
則の

り

隆た
か

～
２
代
経つ

ね

隆た
か

（
１
０
７
０
年
～
）

　
当
時
の
菊
池
は
大
宰
府
天
満
宮
領
赤
星
荘

と
い
う
大
宰
府
の
所
有
す
る
荘
園
で
し
た
。

そ
の
荘
官
（
現
地
の
役
人
）と
し
て
、
藤
原

則
隆
が
菊
池
へ
赴
任
し
、
深
川
に
居
を
構
え

ま
す
。
こ
れ
は
後
の
十
八
外と

城
の
一
つ
で
あ

る
菊
之
城
に
当
た
り
ま
す
が
、
城
と
言
っ
て

も
赴
任
当
初
は
争
い
を
想
定
す
る
も
の
で
は

ほ
ど
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。
絵
詞
の
主
人

公
で
あ
る
竹た

け

崎ざ
き

季す
え

長な
が

は
、武
房
に
つ
い
て「
と

て
も
格
好
よ
く
、凛
々
し
く
見
え
た
」と
語
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
活
躍
に
反
し
て
恩
賞
は
甲

冑
一
式
と
わ
ず
か
な
領
土
の
み
。
幕
府
へ
の

反
感
は
さ
ら
に
積
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。

忠
節
と
一
族
の
絆
で
九
州
を
平
定

12
代
武た

け

時と
き

～
13
代
武た

け

重し
げ

（
14
世
紀
初
頭
）

　
12
代
武
時
は
、
反
幕
府
の
立
場
で
鎮
西
探

題
（
九
州
の
幕
府
の
本
拠
地
）を
襲
撃
し
よ

う
と
し
ま
す
が
、
共
謀
し
て
い
た
小
弐
氏
、

大
友
氏
に
裏
切
ら
れ
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま

す
。
息
子
た
ち
を
菊
池
へ
帰
し
た
後
（
袖
ヶ

浦
の
別
れ
）、
探
題
館
で
壮
絶
な
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
す
が
、
寝
返
っ
た
少
弐
・
大
友
軍

に
背
後
を
突
か
れ
て
討
死
し
ま
し
た
。
倒
幕

後
、
こ
の
忠
節
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
、
子

の
13
代
武
重
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
正
式
に
肥ひ

後ご
の

守か
み

（
肥
後
の
ト
ッ
プ
）を
任
さ
れ
ま
す
。

　

武
重
は
そ
の
後
、
菊
池
家
憲
と
呼
ば
れ

る
「
寄
合
衆
内
談
の
事
」を
作
成
し
ま
し
た
。

天
下
を
左
右
す
る
よ
う
な
大
事
以
外
は
、
総

領
の
独
裁
で
は
な
く
話
し
合
い
で
決
め
る
と

い
う
内
容
で
、
日
本
初
の
血
判
文
書
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
は
５
０
０
年
後
、
明

治
天
皇
が
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」を
示
す
際
、

参
考
に
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

菊
池
一
族
は
、
平
安
時
代
の
後
半
か
ら
戦
国
時
代
の
こ
ろ

（
１
０
７
０
年
～
１
５
３
２
年
）
ま
で
約
４
５
０
年
も
の
間
、
菊

池
地
方
を
中
心
に
栄
え
た
武
士
の
一
族
で
す
。
最
盛
期
に
は
九
州

一
円
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
勢
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
菊
池
一
族
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
領
地
を
治
め

る
こ
と
や
物
流
の
利
便
性
を

重
要
視
し
た
た
め
、
菊
池
川
の
ほ
と
り
に
実

質
的
な
「
居
館
」を
構
え
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
の
政ま

さ

隆た
か

も
七
城
町
砂
田
の
西
郷
集
落
に

増
永
城
（
西
郷
城
）を
構
え
ま
す
が
、
こ
れ

も
菊
之
城
同
様
の
居
館
で
し
た
。
こ
の
館
を

本
拠
地
と
し
て
肥
後
国
に
領
地
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

３
代
経つ

ね

頼よ
り

～
５
代
経つ

ね

直な
お

（
12
世
紀
初
頭
）

　

３
代
経
頼
は
肥
後
の
領
地
を
固
め
つ
つ
、

筑
豊
地
方
に
進
出
し
て
広
大
な
領
地
を
獲
得

し
ま
し
た
。
そ
の
領
地
を
鳥
羽
上
皇
（
白
河

上
皇
の
孫
）に
寄
進
す
る
こ
と
で
、
朝
廷
と

の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
影

▲蒙古襲来絵詞　文永 11 年（1274 年）と弘安４年（1284 年）の２度にわたる元寇に出陣した、肥後国御家人・竹崎季長を中心に展開する絵巻。
これは季長が志賀島へ向けて生

いき
の松原を出発する場面。中央の騎馬武者が季長で、中央奥の石垣に腰掛け赤い扇子を持っているのが武房

竹崎季長 →

↑菊池武房

※松本彩解説「旧御物本蒙古襲来絵詞 折本日本古典絵巻館」（貴重本刊行会、1996 年４月）より

▲菊池家憲「寄合衆内談の事」
動乱の中で一族の団結力を高め、難題に立
ち向かうために制定した３か条からなる起
請文（誓文）

▲袖ヶ浦の別れ
裏切りに会い敗退を覚悟した武時が、一族
の再起を図るために息子の武重と武光に帰
郷を命じた場面

▲菊池氏の家紋
菊池氏の家紋「並び鷹の羽紋」は６代隆直
のころに改められたもので、以前は「日

ひ
足
あし

紋
もん

」という紋を使っていた

日足紋 並び鷹の羽紋

▲菊池一族の祖・藤原則隆

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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15
代
武た

け

光み
つ

（
14
世
紀
中
頃
）

　
15
代
武
光
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
・
懐か

ね

良な
が

親し
ん

王の
う

を
征
西
将
軍
と
し
て
菊
池
に
迎
え
、

南
朝
方
の
中
心
と
し
て
九
州
を
平
定
す
る
大

勢
力
に
な
り
ま
す
。

　
宿
敵
の
少
弐
氏
を
破
っ
た
筑
後
川
の
戦
い

（
大
保
原
の
戦
い
）は
「
大
刀
洗
川
」の
語
源

に
も
な
っ
た
有
名
な
戦
い
で
す
。
北
朝
方

６
万
、
南
朝
方
４
万
と
伝
わ
る
九
州
史
上
最

大
の
合
戦
で
、
関
ヶ
原
、
川
中
島
と
並
ぶ
大

き
な
戦
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
正
観
寺
や
菊
池
五
山
な
ど
の
寺
院
を
定
め

た
と
さ
れ
、
現
在
も
市
の
文
化
財
と
し
て
大

切
に
守
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
菊
池

の
松
囃
子
」は
、
こ
の
頃
に
始
ま
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

16
代
武た

け

政ま
さ

～
17
代
武た

け

朝と
も

（
14
世
紀
末
～
15
世
紀
初
頭
）

　
16
代
武
政
の
下
、
一
族
の
本
拠
地
は
深
川

の
菊
之
城
か
ら
隈
府
の
守
山
城
（
現
在
の
菊

池
神
社
）へ
移
り
ま
す
。
17
代
武
朝
は
、
懐

良
親
王
の
甥
で
あ
る
良り

ょ
う

成せ
い

親し
ん

王の
う

と
共
に
、
九

州
探
題
（
幕
府
が
九
州
統
治
の
た
め
に
置
い

た
役
職
）の
今い

ま

川が
わ

了り
ょ
う

俊し
ゅ
ん

を
相
手
に
、
水
島
の

戦
い
、詫
磨
原
の
戦
い
と
勝
利
を
重
ね
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
終
的
に
は
本
城
（
守
山
城
）

を
奪
わ
れ
、
南
朝
が
折
れ
る
か
た
ち
で
南
北

朝
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

刀
か
ら
筆
へ

文
教
菊
池
の
礎
を
築
く

20
代
為た

め

邦く
に

～
21
代
重し

げ

朝と
も

（
15
世
紀
後
半
）

　
南
北
朝
の
合
一
後
、
菊
池
一
族
の
勢
力
は

次
第
に
衰
え
て
い
き
ま
す
が
、
文
教
の
分
野

で
中
央
に
も
聞
こ
え
る
ほ
ど
の
発
展
を
見
せ

ま
し
た
。

　
20
代
為
邦
は
家
臣
に
対
し
て
学
問
を
推
奨

し
、
儒
学
を
広
め
、
今
の
七
城
地
区
に
碧へ

き

巌が
ん

寺じ

を
建
立
。
21
代
重
朝
は
孔
子
堂
を
建
立
し

た
ほ
か
、
自
身
や
家
臣
の
家
で
、
１
日
で

１
万
句
を
読
ん
だ
連
歌
の
会
「
菊
池
万
句
」

を
催
す
な
ど
多
く
の
功
績
を
残
し
、
現
在
の

文
教
菊
池
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

22
代
能よ

し

運ゆ
き

以
降
（
16
世
紀
～
）

　
第
22
代
能
運
以
降
、
菊
池
氏
は
24
代
（
26

代
の
説
あ
り
）で
幕
を
下
ろ
し
ま
す
が
、
そ

の
末
裔
は
全
国
へ
広
が
り
、
地
域
に
根
付
き

ま
し
た
。
現
在
も
そ
の
つ
な
が
り
は
続
い
て

お
り
、
菊
池
一
族
を
縁
と
し
て
、
宮
崎
県
西

米
良
村
と
姉
妹
都
市
、
岩
手
県
遠
野
市
、
鹿

児
島
県
龍
郷
町
と
友
好
都
市
を
結
び
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
菊
池
一
族
を
祭
っ
た
菊
池
神

社
、
将
軍
木
、
菊
池
五
山
、
十
八
外
城
な
ど
、

史
跡
や
文
化
財
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
散

策
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
族
の
歴
史
に
思
い

を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、こ
の
漫
画
に
せ
り
ふ
・
音
楽
・

効
果
音
を
付
け
て
デ
ジ
タ
ル
映
像
化

し
ま
し
た
。
教
育
分
野
で
の
活
用
の

ほ
か
、
菊
池
一
族
の
歴
史
を
ま
ち
の

魅
力
と
し
て
全
国
に
発
信
し
、
観
光

振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
ペ
ー
ジ

「
菊
池
一
族 

夢
爛
漫
」
を
開
設
し
、
映

像
化
第
一
弾
と
な
る
予
告
編
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
き
く
ち
秋
ま
つ
り
の
前

に
、
も
う
一
度
菊
池
一
族
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。「
菊
池
一
族

歴
史
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
も
上
映

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
へ
。

予
告
編
を
公
開
中

「菊池一族夢爛漫」特設ページ→

QR コードはホームページ上で予告編が視聴できます。AR 動画は専
用アプリが必要です。視聴方法は 36 ページをご覧ください。

　菊池一族絢爛の歴史を「初めての人
にも分かりやすく」をコンセプトに制
作しました。たけだけしくも切ない物
語に思いをはせながら、波乱に満ちた
彼らの足跡をたどってみませんか。

今後もさらに
内容を充実させて

いきます！

特設ページ オープン!!

こちらから  動画が見れます！

21
年
前
に
発
刊
さ
れ
た
漫
画
本
「
ま
ん
が 

風
雲
菊
池
一
族 

～
い
ま

よ
み
が
え
る
白
龍
伝
説
～
」
を
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
。
第
１
章
か
ら

第
５
章
ま
で
制
作
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
公
開
し
ま
す
。

　

市
民
有
志
で
つ
く
る
「
菊
池
祭
り

再
興
を
考
え
る
会
」
が
１
９
９
５
年

に
企
画
・
編
集
し
た
漫
画
で
す
。
祖

先
の
偉
業
を
漫
画
本
に
し
て
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
郷
土
へ
の
理
解
と

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
・

制
作
。歴
史
上
の
場
面
を
躍
動
感
た
っ

ぷ
り
に
描
写
し
て
あ
り
、
小
学
生
に

も
分
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
内
の
図
書
館
（
室
）で
貸
し

市
民
制
作
の
漫
画
を

映
像
化
で
再
活
用

全184ページ。作画は漫画
家の森藤よしひろ氏。

▼将軍木（熊本県天然記念物）
菊池高正門西側にある椋の木。懐良親王
が植えられたと伝えられている。現在は
将軍木を親王に見立て、毎年 10 月 13
日に能が奉納されている

▲菊池万句（市指定文化財）
「月」をテーマに家臣や僧などの館 20 カ
所の会場で 500句ずつを詠んだとされる

▲菊池千本槍（市指定文化財）
箱根竹ノ下の戦いでしんがりを務めた武重は、竹の先端に小刀を結び付け
た即席の槍を作り、足利軍３千人を相手にわずか千人で撃退。これが後に
菊池千本槍と呼ばれるようになった

▲菊池一族のススメ
24 代当主の中から５人の
物語をピックアップ。忠
義を貫き乱世を駆け抜け
た一族の生きざまを紹介

▲菊池一族散策マップ
史跡や文化財などを巡る
散策ルート（3.5㌔・10㌔）
を掲載。散歩やウオーキン
グを楽しみながら一族の歴
史に触れることができる

パンフレットは市役所や物産館、道の駅などに

置いてあります。ぜひご利用ください。

• 人物伝
• 散策マップ
• まんがムービー
• 十大逸聞　ほか

http://www.city.kikuchi.lg.jp/kankou/q/list/184.html
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はっ とり ひで   お

おお   た   せい    じ

おお   た   みつ   まさ
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応募者多数の場合は、抽選により決定します。
※ 11月中に応募者全員へ合否を連絡します。

○最優秀賞（１点）　　  ５万円相当の品
○優秀賞（２点）　　　 　　　 １万円相当の品
○チャレンジ賞（２点）　　　  ５千円相当の品

表　彰
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菊
池
の
米
を
世
界
へ
─
─

■
募
集
期
限　

11
月
４
日
㈮

　
※
㈯
㈰
㈷
は
除
く
。

■
対
象
米

　
平
成
28
年
菊
池
市
産
う
る
ち
米　
玄
米
２
㌔

　
※
品
種
は
限
定
し
ま
せ
ん
。

■ 

参
加
資
格　
市
内
在
住
か
つ
市
内
で
米
を
栽
培

し
、
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
食
味
官
能
審
査
で
上
位

に
残
っ
た
場
合
に
10
俵
程
度
販
売
で
き
る
人
。

販
売
で
き
な
い
人
は
「
九
州
の
お
米
食
味
分
析

鑑
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

出
品
数　
品
種
ご
と
に
３
検
体
ま
で
出
品
可

■ 

申
込
方
法　
裏
面
の
参
加
申
込
書
（
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
栽
培
場
所
、
栽
培
方
法
）
と

玄
米
２
㌔
（
水
分
は
13
～
16
％
厳
守
）
を
農
政

課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

玄
米
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
審
査
方
法

【
個
人
部
門
】

・ 

１
次
審
査　
食
味
計
測
機
に
よ
る
玄
米
分
析
を

行
い
、
点
数
上
位
30
検
体
が
11
月
13
日
㈰
開
催

の
最
終
審
査
の
食
味
官
能
審
査
へ
進
み
ま
す
。

・ 

最
終
審
査　

米
の
特
性（
水
分
な
ど
）に
合
わ

せ
て
事
務
局
が
精
米
し
、
食
味
官
能
審
査
炊
飯

要
領
に
基
づ
き
炊
飯
。
米
・
食
味
鑑
定
士
や
米

バ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
「
外
観
、
香
り
、
味
、
粘
り
、

硬
さ
」
の
５
項
目
の
食
味
審
査
に
よ
り
、
お
い

し
い
と
感
じ
た
米
を
５
検
体
選
定
し
ま
す
。

【
集
落
部
門
審
査
】

・ 

５
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
集
落
を
対
象
と
し

ま
す
。

・ 

１
次
審
査
の
食
味
値
審
査
の
上
位
５
人
（
１
経

営
体
１
検
体
）
の
平
均
点
に
よ
り
、
最
優
秀
賞

集
落
１
地
区
、
優
秀
賞
集
落
３
地
区
、
優
良
賞

集
落
５
地
区
を
決
定
。
平
均
点
数
が
同
点
の
場

合
は
、
参
加
者
数
が
多
い
集
落
を
上
位
と
し
ま

す
。

■
表　
彰

【
個
人
部
門
副
賞
】

・
最
優
秀
賞
（
１
人
）

　
３
万
円
相
当
の
本
市
特
産
品

・
優
秀
賞
（
４
人
）　

　
１
万
５
千
円
相
当
の
本
市
特
産
品

・
優
良
賞
（
10
人
）　

　
５
千
円
相
当
の
本
市
特
産
品

・
特
別
賞
（
15
人
）

　
２
千
円
相
当
の
本
市
特
産
品

【
集
落
部
門
副
賞
】

・
最
優
秀
賞
（
１
集
落
）
５
万
円
分
商
品
券

・
優
秀
賞
（
３
集
落
）　

２
万
円
分
商
品
券

・
優
良
賞
（
５
集
落
）　

１
万
円
分
商
品
券

■
そ
の
他

・
参
加
者
全
員
に
食
味
分
析
の
結
果
を
送
付
。

・   

１
次
審
査
で
食
味
値
86
点
を
越
え
た
場
合
は
、

12
月
３
日
㈰
か
ら
本
市
で
開
催
す
る
第
18
回

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の

１
次
審
査
出
品
費
用
（
１
検
体
３
千
円
分
）
を

協
議
会
が
負
担
し
ま
す
。

・ 

個
人
部
門
で
10
位
ま
で
に
入
賞
し
た
生
産
者
と

平
成
28
年
度
菊
池
米
の
買
取
契
約
調
印
式
を
行

い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
皇
室
や
将
軍
家
へ
お
米
を
献
上
す
る
な
ど

「
米
ど
こ
ろ
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
菊
池
市
。

毎
年
、熱
意
の
あ
る
生
産
者
た
ち
が
本
物
を
追
い
求
め
な
が
ら
、

高
品
質
の
米
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

日
本
の
消
費
者
へ「
売
る
米
」か
ら
、世
界
の
消
費
者
に「
求
め
ら
れ
る
米
」へ
。

世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、生
産
者
の
さ
ら
な
る
意
識
高
揚
を
促
し
、

米
か
ら
始
ま
る
安
全
・
安
心
な
作
物
生
産
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

匠
の
会
は
、
菊
池
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会
か
ら
優
秀
な
生
産
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た

組
織
で
、
良
質
な
米
づ
く
り
を
確
立
す
る
た

め
、
菊
池
米
生
産
者
の
意
識
の
高
揚
と
技
術

向
上
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、地
域
内
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
後
継
者
の
育
成
に
努
め
、
菊
池
米
の

食
味
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

■
会
員
規
程

◦
本
市
の
生
産
者
で
あ
る
こ
と

◦
菊
池
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
受
賞
者

◦
過
去
の
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

　
の
金
賞
受
賞
者

◦ 

５
０
０
点
以
上
の
出
品
が
あ
る
国
内
の
米
食

味
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
者

昨年の菊池米食味コンクール

現在の会員

12月３日㈯・４日㈰ 本市で開催！

平成28年度

左から（敬称略）
坂
さか

本
もと

道
みち

博
ひろ

（第１回食味コンクール最優秀賞）
堀
ほっ

田
た

英
ひで

臣
おみ

（第２回食味コンクール最優秀賞）
歌
うた

丸
まる

研
けん

一
いち

（第３回食味コンクール最優秀賞）
堤
つつみ

　公
きみ

博
ひろ

（食味分析鑑定コンクール金賞受賞）
古
こ

閑
が

正
まさ

光
みつ

（食味分析鑑定コンクール金賞受賞）
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第４回「菊池米」食味コンクール等参加申込書
平成 28 年　　月　　日

①参加する部門に○を記載してください。

　　１　第４回「菊池米」食味コンクール

　　２　九州のお米食味分析鑑定チャレンジ

②品種に○を記載してください。

　　１　ヒノヒカリ　・　２　森のくまさん　・　３　にこまる　・　４　コシヒカリ　

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

③栽培地域を記載してください。（大字、字、番地）

　　菊池市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地　

④栽培方法の番号に○を記載してください。

　　１　 有機栽培（化学肥料や農薬を控え、有機肥料などを使って農作物や土の能力を生かす栽
培方法。JAS 法の認定を必ず受けていること）

　　２　特別栽培（化学肥料、化学合成農薬を慣行基準の 50％以下に使用して栽培する方法）

　　３　 慣行栽培（農薬や化学肥料を熊本県など各地域の慣行基準により使用して栽培する方法）

※ 「有作くん 100」「有作くん」の登録者は特別栽培に該当します。
※無農薬・無化学肥料栽培の人は、登録販売状況により特別栽培または慣行栽培に該当します。

※玄米は２キロ提出です。玄米は返却しません。審査結果を郵送しますので、記載漏れには十分ご注意ください。

 注意事項　申し込む前にご一読ください。
１） 10 俵程度お米を販売できる人は、第４回「菊池米」食味コンクールにご参加ください。
２） 10 俵程度お米を販売できない人は、九州のお米食味分析鑑定チャレンジにご参加ください。
３）市内在住で市内でお米を作っている人は「第４回菊池米食味コンクール」と「九州のお米食味分
　　析鑑定チャレンジ」の両方に参加できます。

切
り

取
り

郵便番号 　〒　　　　　　－

住　所 　

氏　名

集落名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※第４回「菊池米」食味コンクールに参加する人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は集落部門審査のため必ず記入してください。

連絡先℡ 携帯電話℡

　

４
月
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」

は
本
市
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
地
震
の
爪

痕
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
多
く
、
復

興
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。
こ
の
災

害
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ

よ
り
が
発
行
で
き
な
い
状
況
に
な
り
、

楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
普
及
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

は
、
地
域
や
職
場
、
学
校
な
ど
い
ろ

ん
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
私
た
ち
は
、
老
若
男
女
、
年
齢

も
問
わ
ず
、
い
ろ
ん
な
人
が
「
一
緒

に
笑
い
な
が
ら
楽
し
む
」を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
い
ま
す
。ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
を
少
し
で
も
心
の
復
興
の

お
手
伝
い
に
と
位
置
づ
け
、
今
後
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
な
ど
詳

し
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
24
日
、
菊
池
市
班
蛇
口
湖
ボ
ー

ト
場
で
第
17
回
菊
池
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ

タ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
炎
天
下
の
中
、

各
チ
ー
ム
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
市
内
外
か
ら
35
ク
ル
ー
が

出
場
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も
精
鋭
を

集
め
男
女
１
チ
ー
ム
ず
つ
参
加
し
ま
し

た
。
男
子（
混
合
）の
部
「
菊
池
ス
ポ

推
進
お
っ
さ
ん
が
ク
ル
ー
」
と
女
子
の

部
「
菊
池
ス
ポ
推
進
お
っ
ぺ
し
ゃ
ん
」

は
市
内
在
住
チ
ー
ム
の
中
で
見
事
１
位

を
獲
得
。
９
月
17
日
～
18
日
に
埼
玉
県

戸
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
市
町
村
交

流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
へ
菊
池
市
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
結
果

　
男
女
総
合
の
部　
15
位

　
女
子
の
部　
　
　
20
位

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.35

Ｑ
ど
う
い
う
こ
と
を
や
る
の
？

Ａ 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
の
学
年
行

事
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な
ど
で
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
体
験
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
い
く
ら
か
か
る
の
？

Ａ 

道
具
貸
与
、
委
員
出
張
な
ど
全
て
無

料
で
す
。

Ｑ
誰
が
申
し
込
め
る
の
？

Ａ 

人
数
、
年
齢
な
ど
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
社
会
体
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
問
０
９
６
８（
25
）７
２
３
４

ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　
専
用
の
デ
ィ
ス
ク
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

と
似
た
ル
ー
ル
で
行
う
競
技
。
デ
ィ
ス

ク
が
ウ
レ
タ
ン
な
の
で
、
当
た
っ
て
も

痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い
お
子
さ
ん

で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク

　
コ
ー
ト
上
に
描
い
た
サ
ー
ク
ル
を
基

点
と
し
て
ビ
ュ
ッ
ト（
目
標
球
）に
ボ
ー

ル
を
投
げ
合
い
、
相
手
よ
り
近
づ
け
る

こ
と
で
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ガ
ラ
ッ
キ
ー

　

ダ
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ル
を
投

げ
合
っ
て
行
う
陣
取
り
ゲ
ー
ム
で
す
。

ダ
ー
マ
の
弾
み
や
転
が
り
を
計
算
に
入

れ
、
狙
っ
た
場
所
で
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ダ
ー
マ
の
予
想
外
の
動
き

に
笑
い
や
歓
声
が
起
こ
る
愉
快
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

ア
ジ
ャ
タ

　
定
め
ら
れ
た
人
数
の
選
手
が
、
合
計

１
０
０
個
の
ボ
ー
ル
を
ス
ケ
ッ
ト
に
入

れ
る
ま
で
の
時
間
を
競
う
タ
イ
ム
ト
ラ

ア
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

一
緒
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
用
Ｑ
＆
Ａ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

ス
ポ
推
進
チ
ー
ム
ダ
ブ
ル
優
勝全国市町村交流レガッタ大会

ドッヂビーペタンク

ガラッキーアジャタ

ニュースポーツ大会
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生活支援に関する情報
被災者が１日も早く日常の生活を取り戻すために、
役立つ情報や支援制度などを紹介します。
支援を受けるための要件や申請方法など、詳しくは
各担当課、各総合支所や事業所などへお問い合わせ
ください。

各総合支所の問い合わせ先
■七城総合支所　    ☎ 0968(25)1000
■旭志総合支所　    ☎ 0968(37)3111
■泗水総合支所総務民生課
　（証明書・税・年金）☎ 0968(38)2294　
　（その他）   　　　  ☎ 0968(38)2714

証明書
り災証明書・り災届出証明書
　災害で被害を受けた人に「り災証明

（り災届出証明）」の受け付けと発行を
します。災害発生から期間が経過した
場合、り災原因などの判断ができない
ことがありますので、早めに申請して
ください。
●り災証明書
　住家・非住家（建物）
● り災届出証明書
　建物以外のもの（動産など）

【必要書類】印かん、写真（全景・被
害箇所）、位置図、免許証などの本人
確認書類、委任状（同居家族でない人）
証明書の発行手数料の減免
　援助を受ける手続きに使用する場合
は、次の証明書の発行手数料を減免し
ます。

【手数料が減免できる証明書】住民票、
印鑑証明書、税証明など
問市民課　☎ 0968（25）7211
　各総合支所総務民生課

税の減免
市税の減免
●固定資産税の減免
　 写真（前景・被害箇所など４～５枚）

を添付してください。
●市県民税・国民健康保険税の減免
　 被害の程度に応じて減免します。
問税務課
　市民税係　　　☎ 0968（25）7206
　固定資産税係　☎ 0968（25）7207
　徴税係　　　　☎ 0968（25）7208
　各総合支所総務民生課

災害見舞金・弔慰金など
災害見舞金
　住家などが被災された人に、市が見
舞金を支給します。

【対象】本市住民基本台帳被記録者
【金額】
●全壊の場合
　住家 20 万円以内
　非住家 10 万円以内
●半壊の場合
　住家 10 万円以内
　非住家５万円以内

※大規模半壊は半壊の金額を適用
【申請方法】面積要件などがあります。
り災証明により、市から対象者へ通知
します。
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課
日本財団家屋損壊見舞金制度

【対象】全壊世帯・大規模半壊世帯
【金額】１世帯当たり 20 万円
【申請期限】平成 29 年３月 31 日㈮
【申請方法】市から送付する申請書を
日本財団へ提出してください。
問日本財団災害復興支援センター
　熊本本部　☎ 070（3623）9611

災害弔慰金など
災害弔慰金
　災害により死亡された市民のご遺族
に対し、災害弔慰金を支給します。

【支給額】
・生計維持者が死亡した場合
　500 万円
・その他の人が死亡した場合
　250 万円
災害障害見舞金
　災害により重度の障がいを受けた人
に対し、災害障害見舞金を支給します。

【支給額】
・生計維持者　250 万円
・その他の人　125 万円
災害見舞金
　災害により死亡された市民のご遺
族、負傷し入院治療（７日以上）を要し
た人に対し、災害見舞金を支給します。

【支給額】
・死亡の場合　20 万円
・負傷の場合　 １万円
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課

生活再建支援金
被災者生活再建支援制度
　住宅が全壊（大規模半壊）の被害を
受けた人に生活再建の支援金を支給し
ます。

【対象】全壊・大規模半壊・半壊解体
の世帯

【支給額】
●２人以上の世帯
・ 全壊または解体の場合

　基礎支援金 100 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
・ 大規模半壊の場合
　基礎支援金 50 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
●単身世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 75 万円
　 加算支援金 37 万５千円～ 150 万円
・大規模半壊の場合
　基礎支援金 37 万 5 千円
　 加算支援金 37 万５千円～150万円
※加算支援金は住宅の再建方法による

【申請期限】
基礎支援金　平成 29 年５月 13 日㈯
加算支援金　平成 31 年５月 13 日㈪

【申請方法】福祉課または各総合支所
へ申請書を提出してください。
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課

住居の確保・再建
被災住家の応急修理
　自らの資力では応急修理ができない
場合、必要最小限度の修理をします。

【対象】
・ 住宅が半壊の人（資力がないとする

理由書を要する）
・ 住宅が大規模半壊以上の人
※被災住宅の修理が難しい場合、同一
敷地内の納屋や倉庫など改修すること
で居住可能になる場合も対象となりま
す。

【工事完了期間】12 月 13 日㈫
【限度額】１世帯 57 万 6 千円
問都市整備課　☎ 0968（25）7242
問福祉課　☎ 0968（25）7213
熊本県の民間賃貸住宅借上げ事業
　住居の全壊などにより、居住する住
宅がない人に県が借上げた住宅を供給
します。

【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【入居期間】最長２年
【家賃】無償（光熱水費などは入居者負担）
ユニットハウスなどの貸与
　主に農業、畜産業などをなりわいと
していることから、家を離れられない
事情がある場合に、住居のみのユニッ

トハウスなどを被害を受けた住宅と同
一敷地内に市が設置します。

【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【貸与期間】最長２年間
問都市整備課住宅係　
　☎ 0968（25）7243

保育・学費など
保育所等保育料の減免
問子育て支援課　☎ 0968（25）7214
菊池市奨学資金返還の猶予
問学校教育課　☎ 0968（25）7230

医療保険・介護保険
医療機関などでの窓口負担の免除
　医療機関などの窓口で、次の①～③
に該当する旨を申告することで、平成
29 年２月受診分までの一部負担金の
支払いを免除します。ただし、10 月
受診分以降に関しては支払免除証明書
が必要となります。
① 住家の全半壊、全半焼またはこれに

準ずる被災をした 
② 主たる生計維持者が死亡または重篤

な傷病を負ったり、行方不明である
③ 主たる生計維持者が業務を休止・廃

止した旨や失職して現在収入がない
※ ①により支払猶予を受けられる場合

は、り災証明が必要です。
【対象の医療保険】熊本県全域の市町
村国保・後期高齢者医療保険
後期高齢者医療保険料の減免
問健康推進課国保・医療給付係
　☎ 0968（25）7218
介護保険料などの減免
●介護保険料の減免
● 介護サービス利用料（利用者負担）

の減免
問高齢支援課介護保険係
　☎ 0968（25）7215

年　金
国民年金保険料の減免など
●国民年金保険料の免除
●学生の国民年金保険料納付の猶予
障害基礎年金・老齢福祉年金・特
別障害給付金の支給
　障害基礎年金（年金コード 2650・

6350）、老齢福祉年金、特別障害給付
金の支給停止を解除します。
問市民課　0968（25）7211
　各総合支所総務民生課
問熊本西年金事務所
　☎ 096(353）0142

農林漁業
農林漁業セーフティネット資金
　被災農林漁業者の運転資金を貸し付
けます。

【対象】認定農業者、主業農林漁業者、
認定新規就農者、集落営農組織

【借入限度額】
① 簿記記帳を行っている場合：年間経

営費の12/12または粗収益の12/12
に相当する額のいずれか低い額

②①以外の場合：1,200 万円
【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子）

【償還期限】10 年以内 ( うち据置期間
３年以内 )
※実質無担保・無保証人での貸し付け
農業経営基盤強化資金

（スーパーＬ資金）
　被災した農林漁業用施設などを復旧
するための施設資金を貸し付けます。

【対象者】認定農業者
【借入限度額】
●個人の場合
　３億円（複数部門経営などは６億円）
●法人の場合
　10 億円（常時従事者に応じ 20 億円）

【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【償還期限】25 年以内（うち据置期間
10 年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け
農林漁業施設資金
　果樹の改植、農林漁業施設、共同利
用施設の災害復旧に要する費用を融資
します。

【対象】農林漁業を営む者、農協・農
協連合会など

【貸付金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【借入限度額】負担額の 100% または
１施設当たり 1,200 万円

【償還期限】15 年以内（うち据置期間
３年以内）

※実質無担保・無保証人での貸し付け
被災農業者向け経営体育成支援事業
　農産物の生産・加工に必要な施設・
機械などの復旧経費を支援します。

【対象】農業用施設などが被災した者
で、施設の復旧などを行い農業経営を
継続する者

【助成費】事業費× 9/10 以内（国・県・
市による支援分）

【必要書類】施設・機械などの被害状
況がわかる写真。作業を外注する場合
の見積書や復旧に要する経費などがわ
かる書類（すでに外注した場合は見積
書・納品書・請求書・領収書など）
問農政課　☎ 0968（25）7221

相談
被災者支援無料出張相談
　認定農業者などの担い手の経営再建
を支援するため、無料で出張相談に応
じます。

【対象】認定農業者、農業法人、地域
営農組織（集落営農組織）などの担い手
問 熊本県担い手育成総合支援協議会
　☎ 096(384）3333

電気料金
電気料金などの特別措置
●電気料金の支払期日の延長
　３月分（支払期限が４月14日以降に
限る）は６カ月延長、４月分は５カ月延
長、５月分は４カ月延長、６月分は３カ
月延長します。
●不使用月の電気料金の免除
　被災時から引き続き全く電気を使用
しなかった月の電気料金を免除します。
●工事費負担金・臨時工事費・諸工料
の免除
　家屋再建のための工事費負担金、臨
時に電気を使用される場合の臨時工事
費、引込線や計量器などの取付位置の
変更を行う場合の諸工料を平成 29 年
４月 30 日まで免除します。
●基本料金の免除
　電気設備が災害のため復旧まで一時
使用不能となった場合、その使用不能
設備に相当する基本料金を平成 29 年
４月 30 日まで免除します。
問九州電力㈱大津営業所
　☎ 0120（986）602
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中学生の部優秀作文

泗水中学校１年　前
ま え

田
だ

未
み

結
ゆ

さん

まほうの言葉で

社会を明るくする運動

作　文

　

み
な
さ
ん
が
思
う
「
明
る
い
社
会
」
と

は
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
私
に

と
っ
て
の
明
る
い
社
会
は
、
犯
罪
な
ど
が

な
く
、
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
の

中
で
す
。
お
そ
ら
く
、
犯
罪
は
い
け
な
い

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
力
で
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
人
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
っ
た
一

言
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
あ
い
さ
つ
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
あ
な
た
は
、
朝
す
れ
ち
が
っ
た
人
に

「
お
は
よ
う
」
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
思
い

ま
す
か
？
あ
ま
り
い
や
な
気
持
ち
に
な
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
う

れ
し
く
な
り
、
あ
い
さ
つ
を
返
す
人
が
多

い
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、「
言
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
以
前
私
が

下
校
し
て
い
る
と
き
に
、
地
域
の
方
と
す

れ
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
に
、

「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

「
い
つ
も
あ
い
さ
つ
ば
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
い
つ
も
元
気
に
な
る
。」

と
、
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ

ま
で
「
あ
い
さ
つ
」
を
し
た
こ
と
で
「
あ

り
が
と
う
」
や
「
元
気
に
な
る
」
な
ど
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
こ
れ
ま

で
以
上
に
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
私
は
、
あ
い
さ
つ
で
人
の

気
持
ち
を
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
私
の
家
で
は
、
朝
み
ん
な
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
私
が
ど
ん
な
に

機
嫌
悪
く
起
き
て
き
て
も
、
祖
母
や
父
、

母
、
兄
が
、「
お
は
よ
う
」
と
笑
顔
で
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
、
悪
か
っ
た

機
嫌
も
自
然
と
治
り
、
気
持
ち
良
く
一
日

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
学
校
で
も
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
朝
早
く
学
校
に
行
く
の

が
き
つ
い
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、朝
、

友
達
に
あ
い
さ
つ
で
き
た
り
、
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
し
、
私
自
身
も
元
気
に
な
り
ま

す
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
あ
い
さ
つ
が
犯
罪
を

防
ぐ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
に
、
あ
る
地
域
で
は
、
回
覧
板
で

「
あ
い
さ
つ
で
犯
罪
を
防
ぐ
」
と
い
う
呼

び
か
け
を
し
、
あ
い
さ
つ
運
動
以
外
の
と

き
で
も
あ
い
さ
つ
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

地
域
の
犯
罪
件
数
が
減
っ
た
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
た
っ
た
数
文
字
の
言
葉
で
す

が
、
あ
い
さ
つ
の
力
は
大
き
い
の
で
す
。

た
っ
た
一
つ
の
言
葉
で
人
の
気
持
ち
を
変

え
ら
れ
る
、
ま
さ
に
こ
れ
は
、
ま
ほ
う
の

言
葉
な
の
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
以
外
で
も
、
ま
ほ
う
の
言
葉

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
が
ん
ば
れ
」
な
ど
の
応
援

す
る
言
葉
や
、「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の

感
謝
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使

う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
、
人
に
、
勇
気
や

温
か
さ
を
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。
例
え

ば
、
部
活
の
時
に
、
き
つ
い
練
習
を
し
て

体
が
重
い
と
き
、「
フ
ァ
イ
ト
」
と
応
援

し
て
も
ら
う
と
、
体
が
軽
く
な
り
、
が
ん

ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
自
分
か
ら
も
「
フ
ァ
イ
ト
」
と
応

援
し
た
く
な
り
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
人
ひ
と
り
が
ま
ほ
う
の
言
葉
を
使
え
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
人
が
明
る
く
な
り
、

社
会
も
明
る
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
を
し
な
さ

い
」
や
、「
お
礼
を
言
い
な
さ
い
」
な
ど

の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
人
に
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
あ
い
さ
つ
や

お
礼
を
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
が

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
か
ま
で
を
考
え
て

言
葉
を
相
手
に
伝
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
な
ぜ
あ
い
さ
つ
を
す

る
の
か
、
な
ぜ
あ
り
が
と
う
と
言
う
の

か
、
意
味
を
さ
ら
に
考
え
て
行
動
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
ほ
う
の
言
葉

を
使
う
人
が
も
っ
と
増
え
て
い
く
よ
う

に
、
自
分
か
ら
ま
ほ
う
の
言
葉
を
広
げ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

作　文

参加報告

旭志中学校３年　高
た か

田
た

海
か い

斗
と

さん

プラチナ未来人財育成塾に参加して

プラチナ未来人財育成塾

　

僕
は
、
７
月
31
日
か
ら
８
月
６
日
ま

で
、
福
島
県
の
会
津
若
松
市
で
行
わ
れ

た
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育

成
塾
と
は
、
各
学
校
の
代
表
の
人
た
ち
が

集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
場
で
す
。
僕
は
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
日
本
を
支
え
る
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
校
の
人
た
ち
と

交
流
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞
き
、

自
分
の
視
野
を
広
げ
た
い
と
思
い
、
参
加

し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、「
ど
ん
な
人
た

ち
が
来
る
の
だ
ろ
う
」「
ち
ゃ
ん
と
み
ん

な
と
話
せ
る
か
な
」
と
不
安
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
参
加
し

て
み
る
と
、
他
校
の
人
た
ち
も
み
ん
な
明

る
く
て
接
し
や
す
く
、
す
ぐ
に
話
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
こ
の
研
修

に
参
加
し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
大
き
な
理

由
は
２
つ
で
す
。
１
つ
目
は
、
日
本
の

ト
ッ
プ
の
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
け
た
こ
と

で
す
。
中
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
コ
ー

チ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
中な

か

竹た
け

竜り
ゅ
う

二じ

先
生
の
話
で
す
。
中
竹
先
生
は
、「
成
功

と
成
長
を
わ
け
て
考
え
、
勝
負
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」
と
い
う
題
で
、
リ
ー
ダ
ー
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
や
、
失
敗
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま

で
、
失
敗
を
恐
れ
て
あ
ま
り
前
に
出
ず
、

人
任
せ
に
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
今
回
の
話
を
聞
き
、
自
分

の
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
を
無
駄
に
し
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
失

敗
を
恐
れ
ず
に
前
に
出
て
、
積
極
的
に
行

動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
先
生
方
の
話
の
中
で
共
通

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

海
外
に
行
っ
て
日
本
の
良
さ
に
気
付
く
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
外
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
進
出
し
て
い
る
企
業
や
、

売
ら
れ
て
い
る
物
な
ど
に
も
、
日
本
で
生

ま
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日

本
の
人
や
物
が
、
今
海
外
で
評
価
さ
れ
て

い
る
理
由
は
、
日
本
に
住
む
人
の
心
が
海

外
の
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で

す
。
逆
に
、
私
た
ち
も
海
外
の
文
化
に
目

を
向
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
視
野
を
持
っ

て
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
お
互
い
の
国
の
良
い
と
こ
ろ
を
尊
重

し
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
社
会
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
他
校
の
人
と
交
流
が
で
き

た
こ
と
で
す
。
毎
日
８
人
か
ら
９
人
の
グ

ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
最
初

は
あ
ま
り
み
ん
な
に
自
分
の
考
え
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
、
グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
と
も

打
ち
解
け
、
自
分
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
も

語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

新
し
く
出
会
っ
た
友
だ
ち
の
意
見
を
聞

き
、
自
分
に
な
い
考
え
方
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
学
級
で
も
自
分

の
進
路
に
つ
い
て
語
る
時
間
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
自
分
の
夢
を
し
っ

か
り
と
語
り
た
い
で
す
。

　
７
日
間
の
研
修
を
終
え
て
の
１
番
の
収

穫
は
、
全
国
で
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
た
ち

と
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
短
い
研
修
期
間

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
意
見
交
換
を
し

て
、
お
互
い
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ど
こ
か
で
頑
張
っ
て
い
る
仲
間

が
い
る
と
思
う
と
、
自
分
も
頑
張
ら
な
く

て
は
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
私

は
３
年
生
な
の
で
、
生
徒
会
活
動
が
で
き

る
の
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
ま
ず
は

自
分
の
学
校
を
よ
り
よ
い
学
校
に
す
る
た

め
に
、
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

普
段
は
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
貴
重

な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
菊
池
市
を
は

じ
め
、
研
修
に
か
か
わ
っ
た
す
べ
て
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。　

※
作
文
は
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

８
月
５
日
・
19
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、
む
し
歯
が

な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

宮み
や

川が
わ

結ゆ

羽う　
（
○菊  

甲
森
北
）

城じ
ょ
う　

優ゆ

衣い　
（
○菊  

花
房
台
）

葛く
ず

原は
ら

仲な

織お　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

陶す

山や
ま

敬け
い

太た　
（
○菊  

篠
倉
）

小お

川が
わ

穂み

子こ　
（
○菊  

片
角
）

中な
か

林ば
や
し

大た
い

雅が　
（
○菊  

植
古
閑
）

田た

中な
か

康こ
う

介す
け　

（
○菊  

東
正
観
寺
）

小こ

池い
け

莉り

咲さ　
（
○菊  

栄
町
）

緒お

方が
た

春は
る

飛と　
（
○菊  

高
野
瀬
）

木き

村む
ら

宥ゆ
う

陽ひ　
（
○菊  

東
正
観
寺
）

本ほ
ん

田だ

樹み
き

斗と　
（
○旭  

妻
越
）　

松ま
つ

岡お
か

星ほ

乃の

華か

（
○旭  

片
川
瀬
）

芹せ
り

川か
わ

弥み

春は
る　

（
○旭  

片
川
瀬
）

中な
か

里ざ
と

芙ふ

貴き　
（
○旭  

新
明
団
地
）

和わ

後ご

恋れ

空あ

里り

（
○七  

五
海
）

怒ぬ
　
る
　
ゆ
　
は
る
　
と

留
湯
陽
仁
（
○七  

蟹
穴
）

藤ふ
じ

丸ま
る

ゆ
り
な
（
○泗  

久
米
二
）

工く

藤ど
う

笑え

菜な　
（
○泗  

富
の
原
一
）

本ほ
ん

田だ

桃と
お

理り　
（
○泗  

富
の
原
東
）

栫か
こ
い　

巧た
く

真ま　
（
○泗  

福
本
二
）

川か
わ

上か
み

真ま
さ

輝き　
（
○泗  

永
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き　
❷
甘
い
も
の
を

減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の

質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な

フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
子
ど
も

は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

上
手
な「
休
養
」を
取
る
に
は

　

厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
「
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
休
養
指
針
」
を

生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、
上
手
に
休

養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

 

生
活
に
リ
ズ
ム
を

▼ 

自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
早
め
に
気
付

こ
う

　

生
活
の
乱
れ
は
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

の
元
で
す
。
早
寝
早
起
き
を
心
掛
け
、

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
就
寝
・
起
床

し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

睡
眠
は
気
持
ち
よ
い
目
覚
め
が
バ

ロ
メ
ー
タ
ー

　

適
正
な
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼  

入
浴
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

血
行
を
良
く
す
る
と
、
体
に
た

ま
っ
た
疲
労
物
質
が
排
出
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
ぬ
る
め
の
お
湯
に

ゆ
っ
く
り
入
り
、
入
浴
前
後
は
水
分

「
休
養
」と
は

　

仕
事
や
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
心

や
体
の
疲
労
を
回
復
し
、
元
の
活
力

あ
る
状
態
に
戻
す
「
休
む
」
こ
と
と
、

明
日
に
向
か
っ
て
鋭
気
を
養
い
、
身

体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
な
健
康
能

力
を
高
め
る
と
い
う
「
養
う
」
こ
と

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

休
養
が
不
足
す
る
と
…

　

身
体
的
・
精
神
的
な
疲
労
が
た
ま

り
、
仕
事
の
効
率
や
生
活
の
質
（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ

ガ
や
病
気
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
は

な
く
、
免
疫
や
自
律
神
経
の
機
能
低

下
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

８
月
・
９
月
の
複
合
健
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
13
日
㈭
～
15
日
㈯

受　

付　

午
前
７
時
～
10
時
30
分

※ 

申
し
込
み
済
み
の
人
は
指
定
さ
れ

た
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
が
ま
だ
の
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園 

（
菊
池
広
域

保
健
セ
ン
タ
ー
）　

菊
池
市
泗
水
町

吉
富
２
１
９
３
‐
１

内　

容　

生
活
習
慣
病
健
診
、
特
定

健
診
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）、

後
期
高
齢
者
健
診
及
び
各
種
が
ん
検

診
、
結
核
検
診

持
っ
て
く
る
も
の 　

▼
「
平
成
28

年
度
菊
池
市
複
合
健
診
の
実
施
に

つ
い
て
（
通
知
）」
に
書
か
れ
て
い

る
「
当
日
持
っ
て
く
る
も
の
」
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
▼
特
定
健
診
を
受

診
す
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
証
と

受
診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
▼
子

宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
）、大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
を
お
持
ち
の
人
は
、
ク
ー
ポ
ン

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

休
養
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
で
効
率

ア
ッ
プ
と
過
労
防
止

　

仕
事
に
見
合
っ
た
休
養
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
　

 

ゆ
と
り
の
時
間
で

　
　

 

み
の
り
あ
る
休
養
を

●  

1
日
30
分
、
自
分
の
時
間
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

● 

休
日
は
趣
味
や
余
暇
活
動
で
ゆ
っ

た
り
休
養
し
ま
し
ょ
う
。

● 

心
の
切
り
替
え
を
行
い
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

 

生
活
の
中
に
オ
ア
シ
ス
を

　

健
康
で
活
力
あ
る
生
活
は
、
自
分

の
周
り
の
環
境
づ
く
り
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

▼ 

身
近
な
中
に
も
憩
い
を
大
切
に

　

心
地
よ
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
工

夫
や
公
園
な
ど
身
近
な
場
所
を
憩
い

の
場
所
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼ 

食
事
空
間
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
を

　

食
卓
に
花
を
添
え
る
こ
と
や
、
屋

外
な
ど
で
変
化
の
あ
る
食
事
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

▼  

自
然
と
の
触
れ
合
い
で
健
康
の
息

吹
を
感
じ
よ
う

　

普
段
の
景
色
や
環
境
を
離
れ
、
自

然
と
の
触
れ
合
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　

 

出
会
い
と
絆
で
豊
か
な
人
生
を

　

出
会
い
や
絆
は
自
己
の
社
会
的

活
力
の
再
発
見
や
養
う
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。

▼
楽
し
く
無
理
の
な
い
社
会
参
加
を

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
普
段

と
は
違
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼  

自
ら
社
会
活
動
や
日
常
の
人
と
の

交
流
を

▼  

地
域
や
学
校
生
活
を
通
し
、
家
族

内
の
絆
を
深
め
よ
う

 

参
考
：
厚
生
労
働
省
「
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
休
養
指
針
」

健康づくりの３大要素券
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

託
児
（
無
料
）　

健
診
を
受
け
て
い

る
間
、
養
生
園
で
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。

と　

き　

10
月
15
日
㈯

受　

付　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

対　

象　

１
歳
～
就
学
前
ま
で

持
っ
て
く
る
も
の　

オ
ム
ツ
・
飲
み

物
な
ど

問
●申
菊
池
養
生
園
（
菊
池
広
域
保
健

セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
９
６
８（
38
）２
８
２
０

と　

き　

10
月
５
日
㈬

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時　

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
東
側
駐
車
場

（
移
設
倉
庫
前
）

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
人
は
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

休  養

栄  養 運  動

十分な睡眠を取ったはずなのに、何だか疲れが残っ
ている…、やる気が出ない…。このような状態が続く
と、心身ともに悪影響をもたらすことがあります。
上手な“休養”を取り入れ、健康づくりに努めましょう。

健 康

休養とは運動・栄養と並んで健康づくりの３大要素

１

３ ２

４

健診を 受けよう！
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万
句
の
里
俳
句
会　
８
月
句
会

何
も
か
も
省し

ょ
う

略り
ゃ
く

し
た
き
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山　
照
子

病び
ょ
う

窓そ
う

に
青
田
の
風
の
音
を
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
美
智

草
の
葉
を
揺ゆ

る
が
し
て
を
り
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中　
公
江

晩ば
ん

学が
く

の
生
き
甲が

斐い

一
つ
ホ
句
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈
部　
輝
子

大
雨
も
旱ひ

で
り

も
平
気
百
二
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
妙
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
８
月
例
会

返
事
な
き
父
母
と
語
ら
ふ
盆
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

終
戰
忌
知
覧
と
菊
池
繋
ぐ
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

丁
寧
に
う
ど
ん
粉
捏こ

ね
る
終
戰
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

佛
壇
に
鶏
頭
の
種
子
散
り
こ
ぼ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

夏
季
五
輪
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
地
球
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
８
月
詠
草

被
災
死
の
牛
に
も
線
香
と
ん
ぼ
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

一
人
居
の
気
楽
な
余
生
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

主あ
る
じ

亡
き
家
を
守
り
て
百さ

る
す
べ
り

日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

雲
の
峰
青
き
山
よ
り
湧
く
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

肥
後
狂
句
水
笑
会　
８
月
例
会

旅
行
好
き　
つ
れ
の
良
か
な
ら
面
白
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

旅
行
好
き　
新
幹
線
で
日
帰
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

公
私
混
同　
偉
く
な
ら
す
と
間
違
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

基
礎
年
金　
ほ
き
ゃ
が
ま
だ
さ
に
ゃ
食
て

行
け
ん　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

土
用
鰻　
ま
さ
か
鯰な

ま
ず

じ
ゃ
な
か
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
崎　
海
美

七
城
短
歌
会　
８
月
詠
草

立
秋
を
過
ぐ
る
も
猛
暑
が
続
く
な
り
さ
れ

ど
宵
庭
虫
の
声
聞
く　
　
　
緒
方　
正
俊

田
の
も
ど
り
い
つ
し
ら
集
ま
る
ア
キ
ア
カ

ネ
餌
撒
き
散
ら
す
事
も
あ
ら
ぬ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木　
　
精

指
先
で
ま
ろ
む
は
昼
餉
時
知
ら
ず
し
て
シ

ャ
ツ
に
付
き
い
し
こ
ぼ
れ
飯
粒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　々
重
弘

猛
暑
と
て
い
と
わ
ぬ
緑
と
黄
の
調
和
橋
の

両
脇
咲
く
向
日
葵
は　
　
　
嶋
田　
晴
美

曾
孫
二
人
庭
先
プ
ー
ル
で
大
は
し
ゃ
ぎ
我

に
水
掛
け
識
り
て
は
興
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
寛
子

「
里
」短
歌
会　
８
月
詠
草

連
日
の
猛
暑
に
ひ
ま
わ
り
首
垂
る
る
行
列

長
く
給
水
を
待
つ　
　
　
　
緒
方　
悦
子

中
継
に
合
わ
せ
て
孫
も
黙
祷
す
刻
み
お
か

れ
よ
幼
き
記
憶　
　
　
　
　
前
原　
ゆ
み

砂
漠
の
砂
一
メ
ー
ト
ル
掘
り
ポ
プ
ラ
植
ゆ

地
を
踏
み
し
め
て
未
来
を
託
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
サ
ヨ
子

防
災
の
青
き
上
着
を
洗
い
て
は
パ
ン
と
叩

い
て
秋
空
に
干
す　
　
　
　
江
頭　
桂
子

明
け
遅
き
朝
の
狭
庭
に
起
き
立
つ
に
蘭
の

香
り
と
初
秋
の
風　
　
　
　
山
城　
雅
子

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ
８
月
歌
会

走
り
梅
雨
止
み
て
静
か
な
午
後
と
な
り
涙

し
て
読
む「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川　
愛
子

夜
半
の
雨
し
ば
し
途
切
れ
て
お
ぼ
ろ
月
黒

き
雲
間
に
束
の
間
の
灯　
　
岩
根　
博
恵

菊
池
野
の
ま
中
流
る
る
川
の
辺
の
洪
水
あ

と
の
姿
留
め
る　
　
　
　
　
川
口　
敦
子

盆
迎
え
や
っ
と
戻
り
し
生
活
に
花
を
お
供

え
両
手
を
合
わ
す　
　
　
　
田
中　
遙
子

長
梅
雨
に
蔓
葉
延
び
た
る
朝
顔
の
青
空
の

下
あ
ま
た
花
咲
く　
　
　
　
北
村　
玉
恵

菊
池
短
歌
会　
９
月
詠
草

仕
事
終
へ
ひ
と
息
つ
い
た
我
の
背
に
か
な

か
な
か
な
と
ひ
ぐ
ら
し
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
幸
臣

あ
ふ
向
け
に
手
足
た
た
み
て
転
が
り
し
熊

蝉
ひ
と
つ
拾
へ
ば
軽
し　
　
安
藤　
則
子

広
き
葉
の
蔭
に
オ
ク
ラ
の
花
ひ
と
つ
う
す

き
黄
の
色
は
に
か
む
や
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
永　
典
子

蚊
に
さ
さ
れ
易
き
人
あ
り
さ
れ
ば
ま
た

に
く
き
人
あ
ら
む
う
ま
く
で
き
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀　
勝
士

竹
群
を
渡
れ
る
風
の
声
響と

よ

む
八
月
死
者
の

声
聞
く
わ
れ
は　
　
　
　
　
中
川　
愛
子

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
食べ物がおいしい季節。レシ
ピ本を借りていろいろな料理
にチャレンジしてみませんか ?

メロン

耳より情報

泗水図書館
　罪の声
　九十歳。何がめでたい
　狩りの時代
　風を繍

ぬ

う
　千夏ちゃんが行く
　ライザップごはん
　もりモリさまの森
　ゆびさきちゃんのだいぼうけん
中央公民館図書室
　フグ田マスオさん家を買う。
　美しい百人一首の風景 
　江戸の家計簿
　バベル九朔
　築地市場
　天と地の方程式 3 
　かいけつゾロリのおいしい金メダル
七城公民館図書室
　知識ゼロからのフルマラソン入門
　陸王
　和太鼓のひみつ
　オンライン !　11
旭志公民館図書室
　津軽双花
　幸運を呼びこむ不思議な写真
　学校ななふしぎ
　せかいいちのねこ

  塩
しお

田
た

武
たけ

士
し

／著
 佐

さ

藤
とう

愛
あい

子
こ

／著
 津

つ

島
しま

佑
ゆう

子
こ

／著
 あさのあつこ／著

福
ふく

本
もと

千
ち

夏
なつ

／著
 R

ライザップ

IZAP 株式会社／著
 田

た

島
しま

征
せい

三
ぞう

／作
 いわいとしお／著

  峰
みね

尾
お

茂
しげ

克
かつ

／著
 M

エム

d
ディー

N
エヌ

編集部／編
 磯

いそ

田
だ

道
みち

史
ふみ

／監修
 万

ま

城
き

目
め

学
まなぶ

／著
 モリナガ・ヨウ／作・絵

 富
とみ

安
やす

陽
よう

子
こ

／著
 原

はら

ゆたか／著

  小
こ

出
いで

義
よし

雄
お

／著
 池

いけ

井
い

戸
ど

潤
じゅん

／著
 小

お

野
の

美
み

枝
え

子
こ

／監修
 雨

あま

蛙
がえる

ミドリ／作　大
おお

塚
つか

真
しん

一
いち

郎
ろう

／絵
 

 葉
は

室
むろ

　麟
りん

／著
 F

ふ

UM
み

IT
と

O ／著
斉
さい

藤
とう

　洋
ひろし

／文
 ヒグチユウコ／文と絵

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

　七城公民館図書室では毎月、さまざまなフェアを
行っています。10 月は読書週間のおすすめ本をはじ
め、スポーツやハロウィンなどを展示しています。
　また、七城町で行われるコスモスまつりにちなみ、
ウオーキングやストレッチに関する本を集めたフェア
も開催中です。
　読書の秋、ぜひ
七城公民館図書室
に足をお運びくだ
さい。

七城公民館図書室

読書週間のおすすめ本
　各図書室（館）の司書オススメ本、約50冊を記載した冊
子を作成しました。司書のコメントを参
考にしながら新しい本と出会ってみませ
んか。この機会に、泗水図書館・各公民
館図書室にお越しください。お待ちして
います。

　ことしの読書週間の標語は「いざ、読書」。読書の楽しさを増やす、広げる、深める、そして出会うきっか
けになることを願い、誰もが参加できる楽しいイベントを開催します。

10月27日～11月９日は読書週間です

子どもたちは、「どくしょビンゴ」に挑戦しよう!
　いろいろな本を読んでビンゴのマスを埋めよう。縦・横・
ななめの３列がそろったら、先着順でステキなプレゼントが
もらえますよ。対象は小学生まで。
と　き：10月１日㈯～11月12日㈯
ところ：泗水図書館・中央公民館図書室・七城公民館図
　　　　書室・旭志公民館図書室

10月のフェア紹介
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問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

72

　

昭
和
22
年
に
福
本
南
原
の
墓
地
で

発
見
さ
れ
、
数
度
の
移
設
を
経
て
、

現
在
は
泗
水
公
民
館
内
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
来
は
ド
ー
ム
形
に
伏

　

祭
神
は
菊
池
経
隆
（
菊
池
氏
２
代

菊
池
経
隆
）で
、寛
文
４
年（
1
6
6
4

年
）
徳
川
幕
府
第
４
代
将
軍
徳
川
家

綱
の
時
代
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
は
菊
池
経
隆
公
墓
上
に
建
立

さ
れ
、
毎
年
11
月
25
日
の
秋
祭
り
で

獅
子
舞
の
奉
納
、
２
月
25
日
に
は
春

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

切き
り

支し

丹た
ん

墓ぼ

碑ひ

若わ
か

宮み
や

神じ
ん

社じ
ゃ

認定番号第ふるさと H27-8 号
推薦者　下出田区・植古閑区

認定番号第ふるさと H27-7 号
推薦者　福本一区

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
う
さ
ぎ
追
い
し
か
の
山

　
子
ぶ
な
つ
り
し
か
の
川

　
ゆ
め
は
今
も
め
ぐ
り
て

　
忘
れ
が
た
き
ふ
る
さ
と

　
誰
も
が
口
ず
さ
み
、
何
世
代
も
長
く

歌
い
継
が
れ
て
き
た
こ
の
歌
を
聞
く
度

に
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
や
ふ
る
さ
と

の
原
風
景
が
目
に
浮
か
び
、
心
が
癒
や

さ
れ
る
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
熊
本

を
襲
っ
た
大
地
震
は
、
美
し
い
自
然
や

家
屋
、
財
産
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と

の
絆
や
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
命
ま
で

も
一
瞬
の
う
ち
に
奪
い
去
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
熊
本
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

育
ま
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
清
ら
か
な

水
、
何
不
自
由
な
い
便
利
で
快
適
な
生

活
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
た
毎
日
の
生
活
。
当
た
り
前
に
思
っ

て
い
た
「
日
常
」
が
、
い
か
に
貴
重
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
の
義
母
の
こ
と
が
気
に

か
か
り
、
本
震
後
に
家
を
訪
ね
る
と
、

見
慣
れ
た
風
景
が
途
中
か
ら
一
変
し
、

不
安
で
胸
の
鼓
動
が
高
鳴
る
の
を
押
さ

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
き
く
傾
い
た
家
、
足
の
踏
み
場
も

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

133

忘
れ
が
た
き
ふ
る
さ
と 　
　
　
　
　

 　
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
米よ

ね

村む
ら　

隆り
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

な
い
室
内
、
飛
び
散
っ
た
ガ
ラ
ス
片
、

崩
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
。
予
想
を
は
る

か
に
超
え
た
惨
状
に
た
だ
た
だ
立
ち
尽

く
す
私
た
ち
で
も
あ
り
ま
し
た
。
義
母

は
、
運
良
く
が
れ
き
の
中
か
ら
這
い
出

し
、
命
を
長
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
隣
人
の
人
た
ち
と
共
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
壊
の
家
の
修
復
は
諦

め
、
県
外
に
住
む
娘
の
も
と
で
暮
ら
す

決
心
を
し
、
７
月
に
は
亡
き
夫
の
三
回

忌
に
久
し
ぶ
り
の
帰
郷
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
や
っ
ぱ
ふ
る
さ
と
は
よ
か
な
あ
。

心
の
落
ち
着
く
。
向
こ
う
の
生
活
に
も

慣
れ
た
け
ん
、
心
配
せ
ん
で
よ
か
よ
」

と
、
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
懐
か
し
そ

う
に
歓
談
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思

い
出
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
わ
が
家
に

帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
寂
し
さ
、
見
知

ら
ぬ
土
地
で
新
た
な
生
活
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
変
さ
を
考
え
る
と
、

と
て
も
複
雑
な
思
い
に
な
り
ま
す
。

　
山
は
青
き
ふ
る
さ
と

　
水
は
清
き
ふ
る
さ
と

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
人
情
味
あ

ふ
れ
る
地
域
の
中
で
、
夫
や
３
人
の
子

ど
も
と
共
に
過
ご
し
た
日
々
。
孫
や
ひ

孫
に
囲
ま
れ
た
に
ぎ
や
か
な
正
月
の
思

い
出
も
、
近
所
の
お
し
ゃ
べ
り
仲
間
と

の
楽
し
い
語
ら
い
も
、
そ
こ
に
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
忘

れ
が
た
き
ふ
る
さ
と
は
、
誰
に
と
っ
て

も
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
宝
物
で
あ

る
は
ず
で
す
。

　
し
か
し
、
偏
見
ゆ
え
に
ふ
る
さ
と
の

地
を
２
度
と
踏
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
等
の
方
が
い
ま

す
。
ま
た
、
水
俣
病
に
対
す
る
無
理
解

や
差
別
意
識
は
、「
水
俣
出
身
」
と
ふ

る
さ
と
を
名
乗
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
ま

し
た
。
放
射
能
に
対
す
る
無
知
や
風
評

は
、
ふ
る
さ
と
を
奪
わ
れ
た
人
た
ち
に

「
放
射
能
が
う
つ
る
。
福
島
へ
帰
れ
」

と
い
う
悲
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ま
し

た
。
部
落
差
別
ゆ
え
に
、
ふ
る
さ
と
を

隠
し
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ふ
る
さ
と
、
心
の
通
い
合
う
ふ
る

さ
と
、
誰
も
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
目
指
し
、
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
「
ふ
る

さ
と
懇
談
会
」
が
、
今
秋
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
、
自
分
た

ち
の
手
で
、
住
み
よ
い
地
域
へ
つ
く
り

あ
げ
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
集
い
、
み

ん
な
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
MEL クレヨン原画展
期　間：～ 10 月２日㈰
　クレヨンを重ねて針で引っかく技法で絵を描いています。
15 年間の作品をまとめて展示します。

菊池渓谷の四季　写真展　安永隆敏
期　間：10 月４日㈫～ 30 日㈰
　気の遠くなるような時間を過ごしてきた渓谷。私は見守
って撮影する。苔むした岩場、また水の美しき岩肌に光芒
自然そのものである。

【まちかど資料館企画展】
ふるさとに語り継がれる菊池の伝説展
期　間：～ 10 月 30 日㈰
　ふるさとの伝説はふるさとの精神風土を形成してきた貴
重な文化的財産です。この企画展ではふるさと菊池に語り
継がれる伝説を紹介します。

稲
刈
り
・
掛
け
干
し
体
験

　

里
山
の
自
然
に
包
ま
れ
て
暮
ら
す

人
々
の
知
恵
に
学
ぶ
と
き
、
そ
の
土
地

で
味
わ
う
「
食
」
は
人
々
の
心
を
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
水
源
村
で
は
、

４
～
12
月
ま
で
毎
月
、
四
季
折
々
の
自

然
や
食
を
学
ぶ
「
お
い
し
い
村
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
秋
は
「
稲
刈
り
体

験
」（
10
月
15
日
～
16
日
）を
行
い
ま
す
。

地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
指
導
の
下
、
６
月
に
手
植
え
し
た

稲
を
刈
り
取
り
山
か
ら
切
り
出
し
た
竹

を
組
ん
で
、昔
な
が
ら
の
「
掛
け
干
し
」

に
し
ま
す
。
今
回
収
穫
す
る
の
は
う
る

ち
米
と
も
ち
米
で
す
。

　
参
加
者
に
は
、
農
の
あ
る
暮
ら
し
や

伝
統
文
化
、
農
業
の
苦
労
と
喜
び
を
体

験
し
て
も
ら
い
、
食
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。
家
族
・
グ
ル
ー
プ

大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
要
事
前
予
約
）

　
自
然
と
食
が
豊
か
な
菊
池
市
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
暮
ら
し
の
中
に
、
人
を

呼
び
込
む
「
交
流

の
ヒ
ン
ト
」
が
あ

り
ま
す
。
地
域
交

流
活
動
も
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

一
つ
で
す
。

せ
て
用
い
る
西
洋
墓
石
を
縦
に
用
い
、

腹
面
に
碑
文
を
刻
み
石
仏
を
上
に
載

せ
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
い
ま
し
た
。　

　
熊
本
地
震
後
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
不
動
産
賃
借
、

工
事
、
建
築
に
よ
る
も
の
が
全
体
の
半

分
を
占
め
て
お
り
、
続
い
て
相
隣
関
係
、

修
理
サ
ー
ビ
ス
、
火
災
保
険
、
地
震
保

険
の
相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
工
事
や
建
築
に
関
す
る
相
談
は
、

工
事
金
額
の
妥
当
性
や
勧
誘
方
法
に
問

題
が
あ
る
も
の
、
業
者
の
信
用
性
を
問

う
も
の
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
と
事
業
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル

だ
け
で
な
く
、
瓦
が
落
ち
て
隣
の
堀
や

自
家
用
車
を
傷
付
け
た
な
ど
、
修
理
代

が
問
題
と
な
る
個
人
間
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
注
意
が
必
要
な
も
の
は
見

積
も
り
価
格
、
工
事
内
容
な
ど
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
続

き
を
全
て
業
者
が
行
う
な
ど
の
勧
誘
に

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
ケ
ー
ス
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

① 

見
積
額
の
提
示
が
な
い
ま
ま
工
事
が

始
ま
る
場
合

② 

屋
根
を
点
検
す
る
と
言
っ
て
訪
問
し

「
こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
」
と
不
安

を
あ
お
っ
て
契
約
を
勧
め
る
場
合

③ 

「
混
ん
で
い
る
の
で
今
日
で
な
い
と

契
約
で
き
な
い
」「
今
日
中
で
あ
れ

ば
割
引
す
る
」
な
ど
検
討
す
る
時
間

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

を
与
え
ず
に
契
約
を
急
が
せ
る
場
合

契
約
す
る
前
に
し
っ
か
り
比
較
検
討

　
事
業
者
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
複

数
の
見
積
も
り
を
と
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
比

較
検
討
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

少
な
く
と
も
、
契
約
の
前
に
具
体
的
な

工
事
内
容
と
価
格
を
し
っ
か
り
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

不
審
な
電
話
に
注
意
！

　
公
的
機
関
を
か
た
り
、
電
話
や
メ
ー

ル
な
ど
で
募
金
や
義
援
金
求
め
る
例
や

個
人
情
報
を
聞
き
だ
そ
う
と
す
る
例
が

み
ら
れ
ま
す
。
不
審
に
思
う
こ
と
が
あ

れ
ば
、
相
手
に
せ
ず
、
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す　

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

写真展
期　間：～ 10 月 10 日㈪㈷
　菊池の写真家それぞれの個性ある写真をご覧ください。

古布に遊ぶ　時々堂生徒作品展
期　間：10 月 12 日㈬～ 16 日㈰
　久留米絣、大島紬などの古
布を使用した作品の数々を展
示・販売します。

井上彬個展（絵画・油彩）
期　間：10 月 18 日㈫～ 23 日㈰

三嶋天鴻　書道展
期　間：10 月 25 日㈫
　　　　～ 30 日㈰
　皆さんのお越しをお待ちし
ています。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

前回書道展の作品

稲刈り体験
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菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

10 月の「税」の納期限
10 月31 日㈪

問税務課
　市民税係　　☎ (25)7206

●国民健康保険税第４期
●市県民税第３期　
口座振替を利用している人は 10 月
25 日㈫に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 ８月 18 日 晴 0.016
泗水総合支所 ８月 23 日 晴 0.020
菊池市役所 ９月２日 曇り 0.027

七城総合支所 ９月５日 雨 0.024
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

８月 18 日 晴 0.042
８月 23 日 晴 0.042
９月２日 曇り 0.042
９月５日 雨 0.039

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
期
間　
10
月
1
日
㈯
～
12
月
31
日
㈯

※ 

12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。
接
種
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
市
の

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

定
期
接
種

▼
対
象
者　
①
満
65
歳
以
上　
②
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
低
下
な
ど
で
日
常
生
活
が
大

き
く
制
限
さ
れ
る
障
が
い
が
あ
る
人
、

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

▼
接
種
回
数　
　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
３
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
９
０
０
円

任
意
接
種
（
行
政
措
置
）

▼
対
象
者　
１
歳
～
64
歳
で
接
種
希
望
者

▼
接
種
回
数　
①
１
歳
以
上
13
歳
未
満　

　

２
回
（
２
～
４
週
間
空
け
る
）　

②
13

　
歳
以
上　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
８
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
４
０
０
円

接
種
機
関　
市
の
委
託
医
療
機
関
（
事
前

予
約
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　
▼
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
以

外
で
接
種
す
る
と
き
は
、
事
前
に
（
接
種

予
定
日
の
１
週
間
位
前
ま
で
）
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
に
印

か
ん
を
用
意
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
手
続
き
が
な
い
場
合
は
補
助
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
住
民

票
が
本
市
に
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
保
険

証
・
免
許
証
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
▼
子
ど
も
の
接
種
に
は
必

ず
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

優
良
運
輸
事
業
者
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
九
州
運
輸
局
は
、
優
良
運
輸
事
業
者
の

利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
優
良
事
業

者
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
で
「
安
全
確

保
・
環
境
保
全
」
に
対
す
る
意
識
向
上
の

取
り
組
み
が
進
み
、
利
用
者
も
よ
り
一
層

「
安
全
・
安
心
」
な
運
輸
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
優
良
運
輸
事
業
者

は
、
九
州
運
輸
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

Ⓗhttp://w
w

w
tb.m

lit.go.jp/
kyushu/

問
九
州
運
輸
局
交
通
政
策
部
消
費
者
行

政
・
情
報
課

　
☎
０
９
２（
４
７
２
）２
３
３
３

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
の
開
発

は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
開
発
を
予
定
し
て
い
る
場
所
が
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
の
範
囲
内
で
あ
っ

た
場
合
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　
熊
本
地
震
の
た
め
家
屋
の
建
て
替
え
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
場
合
も
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
計
画
の
段
階
で
敷
地
が
遺
跡

の
範
囲
に
入
っ
て
い
る
か
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

※ 

問
い
合
わ
せ
る
場
合
は
地
図
な
ど
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。
番
地
の
み
の
問
い

合
わ
せ
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

社
会
生
活
基
本
調
査
と
は

　
国
民
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
統
計
法
に
基
づ
き
実
施
す

る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
把
握
な
ど
、
国

や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
各
種
施
策
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
10
月

上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
調

査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

回
答
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎（
25
）７
２
４
９

菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー
・
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
閉
館

　
菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー
と
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
菊
池
ふ
る
さ

と
創
生
市
民
広
場
再
整
備
計
画
の
実
施
に

よ
り
10
月
末
日
を
持
っ
て
閉
館
し
ま
す
。

　
施
設
の
利
用
は
10
月
30
日
㈰
ま
で
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
皆

さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
体
育
課
社
会
体
育
係　

　
☎（
25
）７
２
３
４

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
ま
す

本
人
通
知
制
度
と
は

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場

合
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対
し
て
交
付

し
た
事
実
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。

　
本
人
通
知
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
正

請
求
の
早
期
発
見
、
事
実
関
係
の
早
期
究

明
が
可
能
に
な
り
、
不
正
請
求
の
抑
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

に
は
、
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
人　
本
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
（
除
か
れ
た
人
も
含
み
ま
す
） 

登
録
に
必
要
な
も
の

▼ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）

※ 

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登
録
を

希
望
す
る
人
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※ 

法
定
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
戸

籍
謄
本
な
ど
の
資
格
を
証
す
る
書
類

（
本
市
に
本
籍
が
あ
る
人
は
不
要
）
と

法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

受
付
窓
口

　
市
民
課
・
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

本
人
通
知
書
の
内
容

　
交
付
通
知
書
に
は
次
の
こ
と
が
記
載
さ

れ
ま
す
。
▼
証
明
書
の
交
付
年
月
日
▼
交

付
し
た
証
明
書
の
種
類
▼
交
付
通
数
▼
交

付
請
求
者
の
種
別 

※ 

交
付
請
求
者
の
個
人
を
特
定
す
る
情
報

（
氏
名
、
住
所
な
ど
）
は
記
載
さ
れ
ま

せ
ん
。

問
市
民
課　
☎（
25
）７
２
１
１

～生活習慣から低栄養を予防しましょう～
　低栄養になり体重が減少すると、高齢者は回復が難し
く、自立度が低下しやすい傾向にあります。低栄養を予防
してイキイキとした生活を送りましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

介護予防ミニ講座

低栄養予防の生活習慣
●バランスの良い食事を心がける　「好きなものだけ食べる」

「そうめんだけで済ませる」などの偏った食事は栄養状態を
悪化させます。特にタンパク質不足には注意が必要ですの
で、肉・魚・卵・豆類・乳製品を積極的に食べましょう。
●適度な運動をする　運動習慣がある人は、ない人に比べ
て老化が緩やかになることがわかっています。さらに、空腹
は最高の調味料とも言われます。運動後においしく食事を
とることで、低栄養を予防しましょう。
●お口の手入れをする　合わない義歯を使ってい
たり、歯周病やむし歯を放置していたりすると、
食事が食べにくくなります。毎日の歯みがきに加
えて、定期的に歯科医院を受診しましょう。

低栄養が心配な人は、かかりつけ医や地域包括支援センター
の保健師・管理栄養士にご相談ください。

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

申
出
書
を
受
け
付
け
ま
す

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
当
て
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か
ら

除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
農

振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場
合

に
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
期
限　
10
月
14
日
㈮

※ 

内
容
や
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
農
政
係　

　
☎（
25
）７
２
２
１

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
９
月
号
15
ペ
ー
ジ
「
健
康

だ
よ
り/

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
」の
記
事
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
の
名
前
の

読
み
方
と
住
所
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
出で

口ぐ
ち

勇は
や

斗と

く
ん　
　
（
○泗
五
海
）

正　
出で

口ぐ
ち

勇ゆ
う

斗と

く
ん　
　
（
○七
五
海
）

誤　
上う

え

野の

芹せ
り

菜な

ち
ゃ
ん
（
○菊
中
川
）

正　
上う

え

野の

芹せ
り

菜な

ち
ゃ
ん
（
○菊
中
町
）

問 

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集

10 月１日は「浄化槽の日」です
　10 月 1 日は浄化槽に関する法律施行を記念して「浄化
槽の日」と定められています。浄化槽とは、トイレや台所・
お風呂などから出る汚れた水を、微生物などの働きにより、
きれいにして放流する施設（現在では合併処理浄化槽のこ
と）を言います。
　大切な河川を守るため、合併（および単独）処理浄化槽
を設置している人は、点検・清掃・水質検査を必ず行って
ください。汲み取り式トイレや単独処理浄化槽を設置して
いる人は、合併処理浄化槽への切り替えをお願いします。
浄化槽市町村整備事業
　浄化槽市町村整備事業とは、市が浄化槽本体を設置、維
持管理までしていくものです。工事費の一部を負担するだ
けで、公共事業で浄化槽本体を設置できます。（毎月の使用
料が必要）
▼工事負担区分
 

家 庭 

▼設置に伴う負担金および月々の使用料
浄化槽 ５人槽 ７人槽 10 人槽
建物

延床面積 130㎡以下 130㎡超 浴室および台所
２カ所以上

負担金
（１回払い） 88,000 円 102,000 円 129,000 円

使用料
（月々）

一般汚水 : 基本料2,160円+（540円×世帯員数）
集会所・公民館 : 基本料 1,080円

※  工事の着工は、入札などの事務処理のために申請書受け
付けから１カ月半以降となります。

※ 面積基準の緩和により、一定の条件を満たせば、延床面
積 200㎡まで５人槽の浄化槽を設置できるようになって
います。詳しくは下水道課までお問い合わせください。

問下水道課（浄水センター内）　☎ (25)7244

● 合併処理浄化槽の正しい使い方Q＆A
Ｑ．使い終わった食用油の処理は？
Ａ． 油は浄化槽内やパイプ類に付着して目詰まりを

おこすなど機能低下の原因になりますので流さ
ないでください。処理するときは凝固剤で固め
るなどして、燃えるごみとして出してくださ
い。

Ｑ． 入浴剤で温泉気分を楽しんでいるのですが大丈
夫ですか？

Ａ． イオウが入っているものは使わないでくださ
い。浄化槽内の微生物が死滅したりして機能が
低下してしまいます。それ以外のものは適量を
守っていれば心配いりません。

Ｑ．トイレ用洗剤はどれを選べばいいの？
Ａ． 市販のトイレ用洗剤であれば、たいていのもの

は問題ありません。ただし、落ちにくいときだ
け使用し適量を守りましょう。

Ｑ． 洗濯には無リン洗剤がいいと聞きましたがどう
ですか？

Ａ． 一般的な浄化槽ではリンの除去が難しいため、
リンを含んでいるものは使わないようにしまし
ょう。また、塩素系の漂白剤は避け、柔軟剤も
含めてできるだけ中性のものを使用しましょ
う。

Ｑ． 浄化槽に近づけて車庫を建てようと思いますが
どうですか？

Ａ． 浄化槽の上に物を置いたり、建物を近づけれ
ば、保守点検等の妨げになったり、その建物の
圧力により浄化槽本体に亀裂が入り使用できな
くなる場合が考えられますので、浄化槽の上に
は物を置かず、建物を近づけて建てないように
してください。

家庭

台所 風呂 トイレ

合併処理
浄化槽

市が設置管理
一部本人負担

本人が設置・管理 本人が設置・管理

結
核
健
診
（
地
区
巡
回
）
を

実
施
し
ま
す

　
８
月
～
10
月
の
複
合
健
診
な
ど
で
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
健
診
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
人
も
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
左
表
の
と
お
り

費　
用　
65
歳
未
満　
１
６
８
８
円

　
　
　
　
65
歳
以
上　
無
料

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

▼結核健診日程表 ＜七城方面＞
と　き ところ

11 月
１日㈫

午前 9 時 ～ 9 時 5 分 水次公民館前
午前 9 時 15 分 ～ 9 時 20 分 老人福祉センター駐車場
午前 9 時 35 分 ～ 9 時 40 分 加恵公民館前
午前 9 時 50 分 ～ 午前 9 時 55 分 南プール駐車場　

午前 10 時 10 分 ～ 10 時 15 分 内島公民館前
午前 10 時 25 分 ～ 10 時 30 分 前川公民館入口駐車場
午前 10 時 45 分 ～ 10 時 50 分 新古閑倉庫前
午前 11 時 00 分 ～ 11 時 10 分 七城公民館前駐車場

＜旭志方面＞

11 月
１日㈫

午後 1 時 ～ 1 時 5 分 岩根工業前
午後 1 時 15 分 ～ 1 時 20 分 姫井集落センター
午後 1 時 35 分 ～ 1 時 40 分 南桜ケ水研修センター
午後 1 時 55 分 ～ 2 時 00 分 高柳集落センター
午後 2 時 10 分 ～ 2 時 15 分 片川瀬集落センター
午後 2 時 30 分 ～ 2 時 35 分 川辺第一城丸橋
午後 2 時 50 分 ～ 2 時 55 分 高永集乳所跡
午後 3 時 5 分 ～ 3 時 15 分 旭志総合支所

＜泗水方面＞

11 月
２日㈬

午前 9 時 ～ 9 時 10 分 北住吉公民館
午前 9 時 20 分 ～ 9 時 30 分 東小学校正門前
午前 9 時 40 分 ～ 9 時 50 分 永公民館
午前 10 時 5 分 ～ 10 時 15 分 第２体育館

午前 10 時 30 分 ～ 10 時 40 分 Ｂ＆Ｇ体育館
午前 10 時 55 分 ～ 11 時 5 分 富公民館
午前 11 時 15 分 ～ 11 時 30 分 孔子の里駐車場

午後 1 時 ～ 1 時 10 分 井戸方公民館
午後 1 時 20 分 ～ 1 時 30 分 田島二区公民館
午後 1 時 45 分 ～ 1 時 55 分 久米一公民館
午後 2 時 15 分 ～ 2 時 25 分 泗水総合支所前

＜菊池方面＞

11 月
４日㈮

午前 9 時 ～ 9 時 40 分 菊池市東側駐車場（水車前）
午前 9 時 55 分 ～ 10 時 25 分 菊池市勤労青少年ホーム駐車場

午前 10 時 45 分 ～ 10 時 55 分 菊池市ふれあい交流センター駐車場
午前 11 時 10 分 ～ 11 時 20 分 藤田公民館前

午後 1 時 ～ 1 時 10 分 迫龍ふれあいセンター（重味小跡）駐車場
午後 1 時 30 分 ～ 1 時 40 分 菊池市水迫里山の家駐車場

午後 2 時 ～ 2 時 10 分 水源交流館（旧菊池東中学校）
午後 2 時 30 分 ～ 2 時 35 分 塚原公民館前
午後２時 50 分 ～ 2 時 55 分 松島消防小屋横（旧公民館跡）

11 月
７日㈪

午前 9 時 ～ 9 時 10 分 太田公民館前
午前 9 時 35 分 ～ 9 時 45 分 鳳来公民館前

午前 10 時 10 分 ～ 10 時 15 分 旧龍門小学校
午前 10 時 35 分 ～ 10 時 40 分 小木体育館（分校跡）前

午後 1 時 ～ 1 時 15 分 菊之池体育館前
午後 1 時 30 分 ～ 1 時 40 分 菊池市花房支館前
午後 1 時 55 分 ～ 2 時 5 分 菊池市戸崎支館前
午後 2 時 20 分 ～ 2 時 50 分 菊池市東側駐車場（水車前）

竜
門
ダ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　
心
地
よ
い
秋
風
に
ふ
か
れ
て
大
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
散
策
し
ま
せ
ん
か
。
龍
門

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
20
日
㈰　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
竜
門
ダ
ム
花
の
広
場
（
ス
タ
ー

ト
地
点
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

参
加
登
録
料　
１
人
千
円
（
ゼ
ッ
ケ
ン
、

入
浴
券
、
傷
害
保
険
料
、
昼
食
な
ど
を
含

む
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
特
典　

家
族
で
参
加
の
場

合
、
小
学
生
以
下
は
無
料
。
参
加
賞
・
入

浴
券
は
参
加
登
録
料
を
支
払
っ
た
人
に
配

布
し
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
31
日
㈪

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
●申
竜
門
ダ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員

会　
☎（
25
）０
５
１
３

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.jica.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
11
月
４
日
㈮

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州　
市
民
参
加
協
力
課

　
☎
０
９
３（
６
７
１
）６
３
１
１

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
習
会
受
講
者
募
集

問
●申
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会　
☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０

講　習 講習期間 日　数 定　員 申込期限 場　所

農業スタッフ 10 月 12 日㈬～ 14 日㈮ ３日 20 人 10 月３日㈪ 玉名市民会館会議棟

小型車両系
建設機械運転 10 月20 日㈭～ 21 日㈮ ２日 20 人 10月11日㈫ コベルコ教習所㈱熊本教習センター

調理スタッフ 11 月21 日㈪～ 25 日㈮ ４日 20 人 11月11日㈮ 荒尾市中央公民館（予定）

樹木管理 11 月24 日㈭～ 30 日㈬ ５日 25 人 11月14日㈪ 菊池市シルバー人材センター

介護基礎 11月28日㈪～12月６日㈫ ６日 20 人 11月18日㈮ 菊池市泗水公民館
フォークリフト

運転技能 12月 12 日㈪～ 16 日㈮ ５日 20 人 12月２日㈮ 学科：熊本市男女共同参画センター（予定）
実技：キャタピラー九州㈱熊本教習センター

※受講料は無料です。申込方法など詳しくは熊本県シルバー人材センター連合会のホームページに掲載しています。

平
成
29
年
度
看
護
学
生
募
集

課　
程　
①
准
看
護
科　
②
看
護
科
（
夜

間
定
時
制
）

募
集
人
員　
①
70
人　
②
40
人

修
業
年
限　
①
２
年　
②
３
年

願
書
受
付

①
11
月
21
日
㈪
～
29
日
㈫　

②
10
月
24
日
㈪
～
11
月
１
日
㈫

試
験
日　

①
12
月
３
日
㈯　
②
11
月
５
日
㈯

問
大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校

　
☎
0
9
4
4（
52
）7
6
9
8

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た

い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
農
業
公
社
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し

た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」

と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
を
募
集
し
ま
す

　

来
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、

象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
（
公
財
）
児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kodom
ono-

shiro.or.jp/jidohukushi/hyogo28.
htm

l

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
10
月
20
日
㈭

募
集
内
容　
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標

語
や
未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。

問
●申（
公
財
） 児
童
育
成
協
会
標
語
募
集
係

　
☎
03（
３
４
９
８
）４
５
９
１

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

～
パ
ー
ト
46

と　
き　
10
月
16
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
大
津
町
町
民
交
流
施
設
「
オ
ー

ク
ス
プ
ラ
ザ
」

応
募
資
格　
20
歳
～
45
歳

　
職
業
訓
練
は
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
無
料

で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

自
己
負
担
）。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
①
合
志
市　
②
山
鹿
市

訓
練
科
目　
①
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
、電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ

ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科　

②
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

募
集
期
間　

①
10
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭

②
～
10
月
31
日
㈪

訓
練
期
間　

①
12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
６
月
28
日
㈬

②
12
月
６
日
㈫
～
平
成
29
年
５
月
31
日
㈬

　
他
に
も
新
た
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

平
成
28
年
度
菊
池
市
営
住
宅
補

充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ
う

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間

内
に
申
し
込
ん
だ
人
は
、
希
望
の
団
地
ご

と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
、
空
き

部
屋
を
紹
介
し
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
必
着

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
市
営
住
宅

【
単
身
者
・
小
世
帯
】

▼
菊
池
地
区　
葉
山・音
町・北
宮（
平
屋
）

▼
七
城
地
区　
砂
田
・
砂
田
西（
平
屋
）

▼
旭
志
地
区　
高
柳
（
２
Ｄ
Ｋ
）

▼
泗
水
地
区　
富
の
原
（
２
Ｄ
Ｋ
）

【
一
般
世
帯
】

▼ 

菊
池
地
区　

袈
裟
尾
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

袈
裟
尾（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、葉
山（
2
階
建・

3
階
建
）、北
宮
（
2
階
建
）、音
光
寺
、

渕
園
、
中
町

▼ 

七
城
地
区　
砂
田
（
２
階
建
）、
蛇
塚
、

元
村
、
林
原
、
林
原
第
2
、
流
川
、
砂

田
西
（
2
階
建
）

▼ 

旭
志
地
区　
あ
さ
ひ
が
丘
、
高
柳
（
３

Ｄ
Ｋ
）、
岩
本
、
新
明

▼ 

泗
水
地
区　

朝
日
西
、
福
本
、
田
島
、

迫
田
、
富
の
原
（
３
Ｄ
Ｋ
）

申
込
資
格

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

▼ 

持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と

▼ 

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど

も
含
む
）（
※
単
身
入
居
の
場
合
の
特

例：申
し
込
み
時
点
で
60
歳
以
上
の
人
。

こ
の
他
に
も
、
条
件
に
よ
っ
て
は
入
居

申
し
込
み
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼ 

世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ

る
こ
と
（
※
世
帯
の
状
況
に
よ
り
合

計
月
額
所
得
が
15
万
8
千
円
以
下
と

21
万
4
千
円
以
下
に
分
か
れ
ま
す
）。

【
月
額
所
得
の
計
算
方
法
】（
世
帯
全
員
の

所
得
額

－

控
除
額
の
合
計
）÷ 

12（
カ
月
）

【 

控
除
合
計
額
の
計
算
】
次
に
基
づ
き
算

出
し
た
控
除
額
を
合
計
し
ま
す
。 

▼
控
除
の
内
容
・
控
除
額

・ 

同
居
者
、
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親

族　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
38
万
円

・
特
定
扶
養
親
族　
　
　
　
１
人
25
万
円

・ 

老
人
扶
養
親
族
、
老
人
控
除
対
象
配
偶

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
10
万
円

・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫　
　
　
　
　
27
万
円

・
障
が
い
者　
　
　
　
　
　
１
人
27
万
円

・
特
別
障
が
い
者　
　
　
　
１
人
40
万
円

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼ 

入
居
申
込
者
や
同
居
予
定
の
親
族
な
ど

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
平
成
28
年
度
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

▼
住
宅
状
況
申
告
書

▼ 

住
民
票
謄
本
ま
た
は
戸
籍
謄
本
（
同
居

予
定
者
全
員
が
記
載
さ
れ
、
続
柄
が
分

か
る
も
の
）

▼ 

平
成
28
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載

事
項
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ

れ
必
要
）（
※
源
泉
徴
収
票
不
可
）（
※

平
成
28
年
度
市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載

事
項
証
明
書
は
、
平
成
28
年
1
月
1
日

現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
発
行
さ
れ

る
書
類
で
す
）

▼ 

未
納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高

校
生
を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分

そ
れ
ぞ
れ
必
要
）

▼ 

そ
の
他
証
明
書
（
婚
約
証
明
書
、
障
が

い
者
手
帳
の
写
し
な
ど
、
高
校
生
・
大

学
生
は
「
学
生
証
」
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

必
要
書
類
な
ど
完
備
の
う

え
、
菊
池
市
中
央
公
民
館
１
階
都
市
整
備

課
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設

課
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
「
簡
易
書
留
」
郵
便
で
期
限
内
必

着
と
し
ま
す
。

　
申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
平
成

27
年
度
中
に
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
で
申
し
込
み
を
希
望
す
る
人
は
、

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
が
済
ん
だ
人
に
は
抽
選
会
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
抽
選
会
の
日
程
は

12
月
４
日
㈰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」

つ
く
り
び
と
参
加
者
募
集

　
経
験
の
な
い
人
で
も
、
簡
単
に
で
き
る

竹
灯
籠
の
製
作
作
業
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作
業
日　
10
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
22
日

㈯
・
29
日
㈯

作
業
場
所　
旧
河
原
小
学
校

ほ
の
宵
ま
つ
り
開
催
日　
11
月
18
日
㈮
～

12
月
３
日
㈯
※
期
間
中
の
㈮
㈯

問
●申
菊
池
観
光
協
会　
☎（
25
）０
５
１
３

肥
後
古
代
の
森

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
参
加
者
募
集

　
菊
池
一
族
と
ゆ
か
り
の
深
い
菊
池
神
社

の
資
料
館
と
、
４
年
に
１
度
御
開
帳
さ
れ

る
玉
名
廣
福
寺
の
古
文
書
を
鑑
賞
し
ま

募
集
人
数　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
履
歴
書
、
写
真
（
上
半
身･

葉
書
サ
イ
ズ
）
３
枚
、
返
信
用
封
筒
（
本

人
の
宛
先
名
記
入･

82
円
切
手
貼
付
）
を

同
封
し
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡

は
っ
ぴ
ぃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

happy1592.justhpbs.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）

※
別
途
入
会
登
録
費
千
円

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
〒
８
６
９

－
１
２
２
１

　
菊
池
郡
大
津
町
陣
内
１
６
５
２

　
桐き
り
原は
ら
ユ
ウ
子こ

　
☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

　
江え

藤と
う
南な

美み

枝え

　
☎
０
７
０（
２
３
９
９
）９
２
５
９

日　
程　
12
月
24
日
㈯
～
平
成
29
年
１
月

４
日
㈬
※
研
修
先
で
異
な
り
ま
す
。

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク
リ
ス
マ
ス

体
験
、
英
語
研
修
、
文
化
交
流
、
地
域
見

学
、
野
外
活
動
な
ど

対　
象　
小
学
３
年
～
高
校
３
年

研
修
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

定　
員　
各
コ
ー
ス
15
人

申
込
期
限　
11
月
２
日
㈬
（
先
着
順
）

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　
Ⓗhttp://w

w
w

.kskk.or.jp

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

冬
休
み
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

相
談

　
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
事
業
主
、
正
規
社
員
、
パ
ー
ト
従
業

員
や
派
遣
社
員
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
５
３

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
25
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
10
月
27
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

す
。
貸
し
切
り
バ
ス
に
よ
る
見
学
で
、
各

地
で
解
説
が
あ
り
ま
す
。

と　
き　
10
月
24
日
㈪　
９
時
30
分
受
付

集
合
場
所　
菊
池
夢
美
術
館

参
加
費　
５
０
０
円
（
団
体
保
険
、
昼
食

代
な
ど
）

申
込
期
間　
10
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/
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菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

第
43
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
が
菊
池
で
生

き
る
知
恵
や
経
験
を
語
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
御
所
通
り
で
レ
ト
ロ
食
堂
を

経
営
し
て
い
る
高た

か

橋は
し

三み

恵え

さ
ん
を
招
き
、

菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
参
加
費
不
要

で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と　
き　
10
月
22
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
習

救
命
講
習

　

定
期
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、
応
急
手
当
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所

①
10
月
12
日
㈬　
消
防
本
部

②
10
月
26
日
㈬　
西
消
防
署

③
11
月
９
日
㈬　
北
消
防
署

④
11
月
22
日
㈫　
西
消
防
署

⑤
12
月
７
日
㈬　
消
防
本
部

⑥
12
月
21
日
㈬　
西
消
防
署

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

問
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救
急

係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
10
月
21
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
2
階
小
会
議
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
ま
で
「
行
政
相

談
週
間
」が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な

ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
予
約
も
不
要
で
す
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
10
月
19
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
市
中
央
公
民
館

②
10
月
20
日
㈭　
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　
　
　
　
　
泗
水
総
合
支
所
２
階

問
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

行
政
相
談
週
間

法
律
無
料
相
談
会

　
「
法
の
日
週
間
（
10
月
１
日
㈯
～
７
日

㈮
）」
行
事
の
一
環
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
予
約
不
要
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
24
日
㈪　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部
（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
等
の
問
題
、
登

記
、
人
権
問
題

問
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部　

　
☎（
44
）５
１
４
１

　

平
成
28
年
度
第
２
回
熊
本
県
新
規
就

農
・
就
業
相
談
会
＆
体
験
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
す
。

と　
き　
11
月
23
日
㈬
㈷

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
会
議
室

そ
の
他　
服
装
自
由
。
事
前
申
込
不
要

　
農
業
は
初
め
て
の
人
た
ち
に
も
熊
本
県

新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
・
県
・
県
認
定

研
修
機
関
・
農
業
法
人
な
ど
が
就
農
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は

熊
本
県
新
規
就
農
相
談
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w

w
.kum

a-farm
.jp/

問（
公
財
）熊
本
県
農
業
公
社
新
規
就
農
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
５
）２
６
７
９

農
業
を
始
め
た
い
人
を

応
援
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
10
月
18
日
㈫
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館　
２
階

 

※ 

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き

①
10
月
７
日
㈮　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

②
10
月
14
日
㈮　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階

対
象
者　
市
内
に
住
み
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
人

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
か
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
25
）５
０
０
０

　
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
菊
池
一
族
の

勇
壮
な
姿
を
菊
人
形
で
再
現
す
る
ほ
か
、

盆
栽
、
懸
崖
、
小
菊
な
ど
約
３
千
点
の
色

と
り
ど
り
の
菊
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期　
間　
11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

１
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
る
開
会

式
に
「
く
ま
モ
ン
」
が
登
場
し
ま
す
。

※
15
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
閉
会
式

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
人
形
・
菊
ま
つ
り

と　
き　
10
月
23
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

　
熊
本
再
春
荘
病
院
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
容　
健
康
講
座
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
に
な
ら
な
い
た
め
に
」・「
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を
予
防
す
る
」、

健
康
相
談
、
測
定
コ
ー
ナ
ー
（
肺
年
齢
、

体
脂
肪
、
血
糖
、
酸
素
飽
和
濃
度
、
骨
密

熊
本
再
春
荘
病
院

第
14
回
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と　
き　
11
月
12
日
㈯
～
13
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
13
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　
熊
本
刑
務
所
構
内

入
場
料　
無
料

内
容
（
予
定
）　

刑
務
所
内
見
学
、
矯
正

広
報
パ
ネ
ル
の
展
示
、
性
格
検
査
、
刑
務

所
作
業
製
品
の
販
売
、
バ
ザ
ー
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど

問
熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門（
作
業
）

　
☎
０
９
６（
3
6
2
）3
5
1
3

熊
本
矯
正
展

菊人形

　
健
康
、
家
族
や
友
人
関
係
、
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い

ま
す
（
閉
庁
日
は
除
く
）。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談

　
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
川
と
海
を
守
る

た
め
、
河
川
と
海
岸
の
一
斉
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
30
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　
受
付　
午
前
７
時
～

　
　
　
　
午
前
７
時
30
分
～
９
時

集
合
場
所　
泗
水
総
合
支
所

清
掃
場
所　
泗
水
総
合
支
所
周
辺
河
川
沿

いそ
の
他　
▼
ご
み
袋
は
当
日
会
場
で
配
布

く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と
海

づ
く
り
デ
ー

と　
き　
10
月
15
日
㈯

　
受
付　
午
後
０
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
熊
本
市
城
南
公
民
館
「
火
の
君

文
化
セ
ン
タ
ー
内
」　
（
熊
本
市
南
区
城
南

町
舞
原
３
９
４
‐
１
）

内　
容　
▼
講
話
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続

登
記
」
▼
セ
ミ
ナ
ー
「
く
ま
じ
ろ
う
も
の

が
た
り　
相
続
登
記
は
し
と
か
ん
と
大
変

ば
い
！
」「
相
続
と
成
年
後
見
制
度　

知

っ
て
安
心
！
制
度
の
あ
れ
こ
れ
」
▼
個
別

相
談
会

参
加
費　
無
料

問  （
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

度
測
定
な
ど
）、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

入
場
料　
無
料

問
熊
本
再
春
荘
病
院
管
理
課

　
☎
０
９
６（
２
４
２
）１
０
０
０

10
月
の
内
容

６
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

13
日
㈭　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
小
物
作
り

20
日
㈭　
運
動
遊
び

27
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
保
護
者

※ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、

オ
イ
ル
代
と
し
て
初
回
に
１
０
０
円
い

た
だ
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

し
ま
す
▼
手
袋
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
▼
帽

子
や
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど
必
要
な
も
の
は

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
▼
環
境
保
護
の
た

め
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ

さ
い

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　色彩あふれる「孔子まつり」、秋の味覚が味わえる「農業
まつり」、健康づくりの「しすいコスモスマラソン」、思い
出づくりの「フォトコンテスト」をそれぞれお楽しみくだ
さい。市民の皆さんのお越しをお待ちしています。
スケジュール（予定）
午前９時～ 泗水秋まつり（孔子まつり・コスモスマラソン・

農業まつり）開会式
午前９時 40 分～ コスモスマラソン大会スタート（各コース）

午後０時～ ステージイベント

午後０時 40 分～ 祭孔大典

午後１時 30 分～ ステージイベント

午後３時 30 分～ お楽しみ大抽選会

午後４時 閉会式

問商工観光課　☎ (25)7223

孔子まつり・コスモスマラソン・農業まつり
フォトコンテスト同日開催！と　き　11月３日㈭㈷

ところ　有朋の里泗水　孔子公園（荒天の場合は泗水ホール）

泗水秋まつり

祭孔大典

ステージイベント

問生涯学習課文化振興係
　☎ (25)7232第12回 菊池市文化祭

◆菊池市文化祭合同開会式・前夜祭
と　き　10月28日㈮午後６時30分～
ところ　七城公民館　講堂
◆泗水支部文化祭
【芸能発表会】泗水ホール
と　き　10月29日㈯～30日㈰午前９時30分～
内　容　29日㈯：大正琴、合唱、レクダンス、カラオケ、
社交ダンス／30日㈰：琴、日舞、吟詠、フラダンス
【展示】泗水公民館
と　き　10月28日㈮～30日㈰午前９時～午後４時
内　容　華道、書道、茶道、絵画、俳句、肥後狂句、陶
芸、工芸、地元園児・小中学生と福祉施設作品ほか
※29日㈯・30日㈰は茶道会によるお茶会があります。
◆旭志支部文化祭
【演芸発表会】旭志公民館大研修室
と　き　11月３日㈭㈷午前９時30分～
内　容　日舞、コーラス､各種ダンス、民謡、カラオケ、園
児・小中学生発表、神楽、読書感想画・ブックレター表彰
式ほか　※ロビーで地元小学生によるお茶会があります。
【展示】旭志公民館
と　き　11月２日㈬午後１時～５時
　　　　11月３日㈭㈷午前９時30分～演芸発表会終了
内　容　華道、茶道、文芸、書道、読書感想画・ブックレ
ター作品、地元小中学生作品、生涯学習講座作品ほか

◆七城支部文化祭
【演芸発表会】七城公民館講堂
と　き　11月６日㈰午後０時30分～４時
内　容　着物着付け、レクダンス、日舞、コーラス､童謡、
三味線、天守太鼓、カラオケ
【展示】七城中学校体育館
と　き　11月５日㈯～６日㈰午前９時～午後５時
　　　　６日㈰は午後４時30分まで
内　容　生け花、書道、絵画、短歌、押し花、陶芸、編
物、短歌、小中学生・保育園幼稚園・老人ホーム作品ほか
◦お茶会　５日㈯午前10時～（なくなり次第終了）
◦七城天守太鼓体験　６日㈰午前10時～午後４時30分
◆菊池支部文化祭
【ステージ発表】菊池市文化会館大ホール
とき・内容　
・11月５日㈯午後２時～　第１部：バレエ、フラダンス、詩吟
・11月６日㈰午後１時30分～　第２部：コーラス
　午後６時～　第３部：フラダンス、シャンソン、カラオケ
・11月13日㈰午後１時～　第４部：日舞（３社中）
【展示】菊池市文化会館小ホール
と　き　11月５日㈯～６日㈰　午前９時～午後７時
　　　　６日㈰は午後４時まで
内　容　生花・書道・絵画・茶道・子ども生け花体験教
室、老人クラブ作品展（大ホールホワイエ）

コスモスマラソン 　
御
所
通
り
繫
栄
会
は
、
気
持
ち
よ
く
お

客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
た
め
店
舗
の

景
観
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
整
備
記
念
と
し
て
３
月
に
市
で
実
施
し

た
「
身
近
な
風
景
自
慢
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
応
募
作
品
約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　
き　
10
月
１
日
㈯
～
16
日
㈰

と
こ
ろ　
御
所
通
り
繫
栄
会
各
店
舗

問
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

御
所
通
り

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
こ
と
し
の
豊
潤
橋
か
ら
の
放
水
見
学
会

は
、
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
ま

す
。

問
菊
池
台
地
用
水
土
地
改
良
区

　
☎（
25
）1
5
0
0

　
農
林
整
備
課
耕
地
係　

　
☎（
25
）７
２
２
２

豊
潤
橋（
水
管
橋
）

放
水
見
学
会
中
止

　
「
な
か
ま
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
宮み

や

本も
と

い
ず
み
さ
ん
の
語
り
と
心
に
響
く
歌
声

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

と　
き　
10
月
26
日
㈬　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
旭
志
公
民
館

問
旭
志
公
民
館　
☎（
37
）３
１
１
１

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

と　
き　
10
月
23
日
㈰　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
歴
史
公
園
鞠
智
城

内　
容　
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
こ
ろ

う
君
の
誕
生
会
・
菊
池
農
業
高
校
天
守
太

鼓
）
▼
古
代
衣
装
コ
ス
プ
レ
体
験
▼
古
代

弓
矢
体
験
▼
菊
池
川
流
域
物
産
展

そ
の
他　
市
民
広
場
か
ら
会
場
ま
で
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課　
☎（
25
）７
２
５
０

鞠き
く
智ち

城
の
日

　
菊
池
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た

分
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
議
会
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
議
会
運
営
委

員
会
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告

に
加
え
、
新
た
に
各
特
別
委
員
会
や
一
部

事
務
組
合
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　
き　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～

議
会
報
告
会

①
10
月
11
日
㈫　
泗
水
公
民
館

②
10
月
12
日
㈬　
菊
池
市
文
化
会
館

③
10
月
13
日
㈭　
旭
志
公
民
館

④
10
月
14
日
㈮　
七
城
公
民
館

問
議
会
事
務
局　
☎（
25
）2
3
2
5

　
体
に
良
い
野
菜
と
し
て
、
注
目
度
上
昇

中
の
「
菊
芋
」
と
「
ヤ
ー
コ
ン
」。
そ
ん

な
菊
芋
と
ヤ
ー
コ
ン
の
魅
力
を
を
た
っ
ぷ

り
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
菊
芋
、
ヤ
ー
コ
ン
の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
聖
護
寺
で
の
座
禅
体
験
、

精
進
料
理
で
心
と
体
の
デ
ト
ッ
ク
ス
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
６
日
㈰　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
内

参
加
料　
２
千
円
、
小
学
生
以
下
千
円

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

菊
芋
・
ヤ
ー
コ
ン

収
穫
体
験
ツ
ア
ー

申
込
期
限　
10
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
き
く
ち
観
光
物
産
館

　
☎（
25
）５
４
７
７

前回の菊芋収穫体験

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情
報、教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報
なども配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」
などを選択。
 「メール作成」画面を開いたら、宛先（TO）に直接 

「kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
 10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメー
ルが届きますので、メールを開き、文章の下段にあ
る URL（アドレス）を選択してください。
 「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目に
チェックして「登録」を選択します。

■登録手順
❶

❷

❸

❹

■ メールが届かなくなった人、送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネット
からのメール拒否が考えられます。

「ドメイン指定受信設定」で確認して
ください。ドメイン指定受信設定方法
はホームページに掲載していますの
でご覧ください。
問市長公室　☎ 0968(25)7200 登録用２次元コード↑

安心安全メールをご利用ください！
情報充実♪

35 342016 October広報きくち2016 October広報きくち



※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　楽しいイベントなど皆さんが知らせたいと思う情報を
投稿してください。編集の都合上、掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。
申込期限　掲載月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　　約 25 文字× 10 行（タイトル除く）
申込方法　原稿を直接、メール、FAX で提出してください。
問●申市長公室広報交流係
☎ (25)7252　Ⓕ (25)2322
Ⓜ kouhou@city.kikuchi.lg.jp

市民の広場への投稿を募集しています

　スポーツの秋、卓球で良い汗かきませんか。皆さんの参
加をお待ちしています。
と　き　10 月 23 日㈰　午前８時 30 分受付
　　　　午前９時開始　
ところ　菊池市総合体育館サブアリーナ
対象者　校区・地区・職場・愛好者
種　目　団体戦と個人戦
問菊池市卓球協会　北

き た

村
む ら

　☎ (24)0034

菊池市民卓球大会参加者募集

　当スクールでパレードの練習とハロウィンビンゴを行っ
た後、軽トラ朝市会場へ移動してパレードを行います。先
着 100 人のお子さんにお菓子のプレゼントがあります。
詳しくはホームページをご覧ください。
と　き　10 月 23 日㈰　午前９時集合
ところ　ロンドン・アイ・イングリッシュ（菊池郵便局前）
参加費　300 円
問ロンドン・アイ・イングリッシュ　
☎ 090(9724)3640
Ⓗ www.londonienglish.com

英会話学校主催
第３回ハロウィン仮装パレードin 軽トラ朝市♪

やさしい温泉ヨガ教室
菊池市を健康と美と癒やしの街に！

　初心者向けのやさしいヨガと温泉の効果で肩痛・腰痛緩
和を目指します。リラックスできる教室ですので皆さんぜ
ひご参加ください。
と　き　10 月 12 日㈬・19 日㈬・26 日㈬
　　　　11 月２日㈬・９日㈬・16 日㈬（全６回）
　　　　午後７時 30 分～
参加費　１回 2,000 円（温泉入浴付）
※詳しくはお問い合わせください。
問●申中

な か

野
の

　☎ 070(4710)3698

第８回菊池市テニス協会
ダブルストーナメント大会

　テニスが好きな人、楽しくプレーしている人、学校で部
活をしている人、誰でも参加できます。
と　き　11 月６日㈰ 午前９時～　※雨天予備日 13 日㈰
　　　　午前：（D クラス）　午後：（フリー・C クラス）
ところ　菊池公園多目的テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（フリー・C・D クラス）
参加料　１ペア 3,000 円　（高校生以下 2,000 円）
　　　　※会員になると参加料を割り引きます。
申込期限　10 月 25 日㈫
問●申菊池市テニス協会　竹

た け

森
も り

　☎ 090(3017)2989　

　大人に向けた絵本「十力の金剛石」（宮
み や

沢
ざ わ

賢
け ん

治
じ

作／佐
さ

藤
と う

厚
あ つ

子
こ

絵）を出版しました。宮沢賢治さんの考える、人は自然
の一部であることを絵本を通してお伝えできれば幸いで
す。アトリエクリップではイラスト、写真、デザインをさ
せていただきました。ぜひお立ち寄りください。
と　き　10月25日㈫～11月６日㈰ ※定休日10月31日㈪
　　　　午前９時～午後５時　最終日は午後２時まで
ところ　カフェギャラリーチムチム（隈府 1298）
問 Atelier Clip（アトリエクリップ）佐

さ

藤
と う

Ⓜ info@atelierclip.com　☎ 090(7594)8588

アトリエクリップの絵本原画展
「十力の金剛石」

市 民 の 広 場

abc

➊ 「iphone」「ipad」の場合 ⇒ App store から
　「Android」の場合 ⇒ Google play から
　 「Aurasma」で検索してインストールします。
➋  Aurasma を起動するとチュートリアル画面が表示されますの

で、一番右までスライドし 「Skip」を押します。真ん中下の△
マークを押すと画面下部に検索ボタンが出ますので、検索ボ
タンを押して「癒しの里 菊池」と入力し検索します。

➌  「Follow」をタップして選択します。（選択すると Following
に変わります）画面下部中央の四角のボタンを押します。

▼「癒しの里 菊池」で検索 ▼ Follow をタップ

広報写真が動き出す！？
最先端の不思議体験をぜひお試しください！動画の視聴方法
➍  「AR」のマークがある写真にカメラをかざすと動画を見る

ことができます。

龍門ふるさとまつり イベントスケジュール 11月13日㈰ ▶ 剣道大会／旧龍門小体育館
11月20日㈰ ▶ 龍門ふるさとまつり／龍門ダム芝生広場

［第１会場］ 旧龍門小学校 ［第２会場］ 龍門ダム RonRonkan

［ 展示 ］
絵画、インスタレーション、イラスト、書道、写真
などの作品

［ アートパフォーマンス ］  ３日㈭㈷
チェーンソーアーティストなど１０人のアートパ
フォーマンス

［ ワークショップ ］
段ボールの被り物制作や珍しい竹筆による絵
手紙教室など

［ マルシェ ］  ３日㈭㈷・６日㈰ 出店多数！ 
雑貨・飲食店など最大約 50 店舗が出店予定。 
龍門地区の皆さんの農産物や料理も販売

［ 展示 ］
市民アーティストの皆さんや市内中学生の作品

準備や後片付けなど、手伝っていただけるボランティアスタッフ
を募集しています。参加できる日だけでも可能です。 興味のある
人はご連絡ください ! 【申し込み先】☎080（9276）3822（橋本）

一緒にアートフェスをつくり上げませんか？

プロ・アマ問わず、大勢のアーティストが作品を出展します。市民の皆さんが気軽に来場し、そして楽しめる
アート展となるよう工夫しました。震災を乗り越え、さらに飛躍することを願い、菊池のみならず熊本全域
に芸術の喜びや癒やしをもたらしたいと考えています。

第１会場 第２会場
シャトルバスを
運行します！

旧龍門小学校校庭駐車場が満車の場合
は、第２会場周辺の龍門ダム駐車場をご
利用ください。当日は第１会場と第２

会場をシャトルバスで結びます。
時刻表は駐車場でお渡し

します。
●主 催／菊池アートフェスティバル実行委員会
●後 援／菊池市・熊本日日新聞

【問い合わせ先】☎080（9276）3822（橋本）

ボランティアスタッフ募集！
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.27

　福祉やボランティア活動・社会貢献への関心や
意欲を深めることなどを目的に、菊池市社会福祉
協議会主催のボランティア体験活動（ワークキャ
ンプ）が開催され、１年生 16 人が参加しました。
特別養護老人ホームや交流や育児に関する情報交
換を行う「つどいの広場」などで、施設利用者と
交流しました。

泗水中学校

　本年度からスタートした地域未来塾は、中学生
に「夢」や「希望」の実現に向けた学習機会を提
供するため、大学生や元教員、学習塾などの民間
教育事業者など地域のさまざまな人の協力と国・
県・市の支援を受けて始まりました。この取り組
みを通して学力の向上を図り、多くの生徒が希望
の進路に進むことができればと考えています。

七城中学校
域未来塾がスタートしました地７月 25 日

利用者とレクリエーション利用者と交流を楽しみました

真剣に学習する生徒たち

つどいの広場

　全校児童が花房公民館で学年ごとに地域のおじ
いちゃんやおばあちゃんと交流しています。花房
地区社会福祉協議会の協力で１年間に６回行われ
ており、あいさつや児童の発表、自己紹介、ゲー
ムなどで交流を深めます。毎回優しい雰囲気で、
心温まる時間です。

域住民と交流！花房ふれあい会地
花房小学校９月７日

ークキャンプワ７月 25 日・８月１日

　２年生の生活科の学習「町探検」で、旭志の各
地区に出掛け、すてきな人や場所を発見していま
す。「井川さん」もその一つで、地域の人たちが湧
水地として大切にしてきたものです。見学した児
童は「ぷくぷくあわが出ているのが見えた」「水は
とっても冷たかった」と話していました。

８月 30 日

冷たく透き通っている水源 地元の人たちが大切に管理

の魅力を再発見！町
旭志小学校

笑顔で交流しました

ブランド推進マネージャー

前
まえ

島
じま

　赳
たけし

さん
出身：東京都目黒区
趣味： ワイン、料理、写真、
　　　サイクリング
特技：水泳
座右の銘：自分が笑えば　相手も笑う

地域おこし協力隊を紹介します！
Vol.10

わがまちの

　菊池市地域おこし協力隊に新たに５人のメンバーが加
わりました。都市部から菊池市に移住してきた彼らは、

「文化」「健康」「観光」「ブランド」「魅力発信」の５つ
の分野で地域おこしに取り組んでいます。任期は最長で
３年間。活動終了後も本市に定住してもらう予定です。
なぜ都会から菊池市に移住してきたのか。ここでどんな
取り組みをしていくのか。地域おこし協力隊の人物像や
活動内容をシリーズでお届けします。
問い合わせ先　企画振興課　☎ 0968(25)7250

─
な
ぜ
菊
池
市
の
協
力
隊
に
？

　

夫
婦
で
熊
本
に
移
住
を
決
意
し
て
か

ら
、
約
10
日
間
か
け
て
熊
本
全
体
を
ま
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
水
と
食
が
お
い

し
い
菊
池
市
に
住
み
た
い
と
い
う
希
望
が

一
致
し
て
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
協
力
隊
の
情
報
を
知
り
、
自

分
の
経
験
が
生
か
せ
る
と
思
い
応
募
し
ま

し
た
。

─
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
世
界
中
に
菊
池
市

の
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
、
６
次
産
業
化

に
向
け
た
調
査
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
加
工
品
な
ど
の
販
路
拡
大
を

目
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
菊
池
市
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

─
菊
池
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

　

と
に
か
く
食
べ
物
が
お
い
し
い
。
そ
し

て
水
が
お
い
し
い
。
環
境
も
良
い
の
で
今

の
生
活
に
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
人
も
温
か
く
、「
関
東
か
ら
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
」
と
言
っ
た
ら
「
よ
う
こ

そ
菊
池
へ
」
と
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

─
３
年
後
、
菊
池
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し

た
い
で
す
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、「
食
・

観
光
・
文
化
・
移
住
定
住
・
健
康
」
ど
れ

も
優
れ
た
ま
ち
に
で
き
れ
ば
な
と
思
い
ま

す
。
今
住
ん
で
い
る
人
も
、
こ
れ
か
ら
住

も
う
と
す
る
人
も
、
み
ん
な
が
「
菊
池
っ

て
良
い
と
こ
だ
よ
ね
」
と
思
え
る
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー
の
伊い

藤と
う

亮り
ょ
う

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

泗水西小学校
島保育園で踊りを披露田７月 30 日

　６年生が田島保育園の夕涼み会で、運動会でも
披露した「エイサー」を踊りました。子どもたち
の元気な踊りに観客から大きな拍手が送られまし
た。子どもたちはジュースの販売も行い、どうし
たら買ってもらえるのか話し合いながら懸命に販
売していました。

力いっぱい踊りました
問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

7

　
渋
江

灘
は
松し

ょ
う

石せ
き

の
三
子
と
し
て
生
ま
れ
、

名
を
公き

み

豪ひ
で

と
言
い
ま
し
た
。
勉
学
や
作
詩
の

才
能
も
非
常
に
優
れ
て
い
ま
し
た
が
、
軍
学

や
剣
術
を
修
め
る
な
ど
、
文
武
両
道
の
逸
材

で
し
た
。

　

松
石
の
私
塾
「
星せ

い

聚し
ゅ
う

堂ど
う

」
で
は
、
兄
の
龍り

ゅ
う

淵え
ん

と
共
に
補
佐
役
を
務
め
ま
し
た
。
父
の
死

後
、
龍
淵
は
天
草
に
渡
っ
て
教
育
普
及
に
努

め
、

灘
も
ま
た
天
草
地
域
を
治
め
る
高た

か

木き

作さ

右く

衛え

門も
ん

の
招
き
を
受
け
て
1
8
1
7
（
文

化
14
）
年
に
天
草
に
渡
り
ま
し
た
。

　

灘
は
天
草
で
４
年
間
、
若
者
の
教
育
に
尽

く
し
た
後
、
隈
府
に
帰
っ
て
郷
土
の
教
育
に

専
念
し
ま
し
た
。
私
塾「
梅ば

い

花か

書し
ょ

屋お
く

」を
開
き
、

正
観
寺
村
に
住
居「
釣ち

ょ
う

月げ
つ

亭て
い

」を
建
て
ま
し
た
。

築
地
井
手
の
清
流
に
囲
ま
れ
、
遠
く
は
鞍
岳

を
望
み
、
田
園
が
広
く
開
け
た
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
で
、
多
く
の
友
人
た
ち
と
こ
こ
で
詩

を
つ
く
っ
た
り
議
論
を
交
わ
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

友
人
と
の
交
流
を
大
事
に
し
た

灘
の
交

友
関
係
は
広
く
、
木き

の

下し
た

韡い

村そ
ん

、
広ひ

ろ

瀬せ

淡た
ん

窓そ
う

、

横よ
こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

の
名
前
を
記
録
の
中
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
広
瀬
淡
窓
は
、
幕
末
の
こ
ろ

九
州
屈
指
の
大
学
者
と
呼
ば
れ
、
全
国
各
地

か
ら
そ
の
門
戸
を
叩
く
人
が
い
た
ほ
ど
の
人

物
で
す
。

灘
が
訪
ね
て
き
た
こ
と
は
本
人

の
日
記
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。
横
井
小
楠
は
、

釣
月
亭
に
つ
い
て
詠
っ
た
漢
詩
が
残
っ
て
い

渋し
ぶ

江え

灘だ
ん

（
１
７
８
８
～
１
８
４
６
）

ま
す
。
熊
本
城
下
か
ら
菊
池
を
訪
れ
た
小
楠

が
、
釣
月
亭
の
門
前
で
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る

も
の
で
、

灘
へ
の
深
い
敬
意
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
「
梅
花
書
屋
」
で
の
灘
の
熱
心
な
教
育
は
、

藩
か
ら
も
大
き
な
評
価
を
受
け
る
も
の
で
し

た
。
当
時
の
教
育
界
に
お
け
る
重
役
を
歴
任

し
、
1
8
4
0
（
天
保
11
）
年
、
多
年
に
わ

た
る
業
績
を
認
め
ら
れ
、
毎
年
俸
米
（
給
与
）

を
下か

賜し

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、

灘
に
学
ん
だ
人
た
ち
の
嘆
願
か
ら
実

現
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
8
4
5
（
弘
化
２
）
年
、
灘
は
中
風
（
脳

血
管
障
害
）
を
患
い
１
年
ほ
ど
病
床
に
伏
し
、

翌
年
７
月
、
59
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。釣月亭跡地付近から見える風景
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旭志親子お茶教室の子どもたちと先生

伝統作法に触れました
　第 14 回表千家学校茶道部合同お茶会が、学生や一
般を対象に熊本市白川公園お茶室で催されました。お
茶会には 376 人が参加。本市からは公民館生涯学習
講座「親子お茶教室」の生徒 19 人が参加しました。
　表千家の作法を学んでいるお茶教室の子どもたち
は、和室、立礼
席で凜とした姿
を見せながら抹
茶を満喫。歴史
あ る 建 築 物 で、
伝統ある作法の
一端に触れてい
ました。

８月７日　熊本県学校茶道部会合同お茶会

ステージイベントを楽しむ来場者

旭志支部人権夏祭り2016
　部落解放同盟旭志支部主催の人権夏祭りが開催さ
れ、多くの来場者でにぎわいました。会場は青年部や
女性部、解放子ども会による出店が軒を連ね、ステー
ジでは「人権バンド ゆう」のコンサートやカラオケ
大会、抽選会などが行われ、大いに盛り上がりました。
今回の夏祭りに
は大津支部や甲
佐支部からも参
加があり、「部落
差別解消法」の
制定へ向け、さ
らなる団結を図
りました。

７月 22 日　部落解放同盟旭志支部

募金を受け付けるボランティア

きくち観光物産館でチャリティー活動
　24 時間テレビ「愛は地球を救う 39」のチャリティー
募金がきくち観光物産館であり、菊池市ボランティア
連絡協議会の会員（２日間で延べ 14 人）が来店者に
募金を呼びかけました。この活動はきくち観光物産館
が毎年行っているチャリティー活動で、同協議会の皆
さんが協力して
います。参加し
たボランティア
は「ことしは震
災を経験し、特
にありがたく感
じる」と話しま
した。

８月 27・28 日　24 時間テレビチャリティー募金

左から妻の三
み

枝
え

子
こ

さん、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、岩永
さん

岩永さんが民謡全国大会で初優勝
　岩

い わ

永
な が

生
せ い

男
お

さん（木柑子）が７月、大阪市で開催され
た第 51 回産経民謡大賞の健声の部（70 歳以上）で
初優勝を飾りました。８回目の出場で、今回は自作曲

「菊池川筏流し唄」を披露し、同部最終選考に残った
114 人の頂点に立ちました。岩永さんは「生まれ故
郷の阿蘇も地震
で大きな被害を
受けた。今度は
阿蘇を応援する
歌をつくってさ
らに上の賞を狙
い、被災地に元
気を届けたい」

８月 19 日　第 51 回産経民謡大賞

柳原さんの講演

熊本地震や東日本大震災に学ぶ
　第 17 回きくち市民フォーラムが西部市民センター
で開催されました。女性防災士の柳

やなぎ

原
は ら

志
し

保
ほ

さんが講演
し、一人一人立場や思いが違うことを共有するため、
参加者全員でクロスロードゲームを行いました。
　参加者は災害時に役立つパーソナルカードの準備や
あるものを利用
する知恵、日頃
からの備えや習
慣づけの必要性、
男女で違う災害
時のリスクなど
について学びま
した。

９月３日　第 17 回きくち市民フォーラム

委員会報告を行う子ども議員

中学生が質問！ まちづくりを学びました
　市議会議場などを会場に菊池市子ども議会（議長・
小

お

佐
さ

田
だ

響
ひびき

さん・菊池南中３年）がありました。市内５
中学校の代表 21 人が子ども議員の委嘱を受け、学校
生活や日常生活で感じていることを市執行部に問いか
けました。本会議では、プラチナ未来人財育成塾参加
者による研修報
告、子ども議員
書記による委員
会報告、子ども
議員委員長によ
る代表質問が行
われました。

８月 18 日　平成 28 年度菊池市子ども議会

きれいに染まったハンカチを手に笑顔を見
せる参加者たち

上手に染まるかな？ 藍染体験会
　旭志くらだけ友の会（古

ふ る

津
つ

理
り

恵
え

会長：会員 339 人）
主催の藍染体験会が旭志公民館で開催され、親子連れ
など約 60 人が世界に１枚だけのオリジナル藍染ハン
カチ作りにチャレンジしました。参加者は「自分で
作った絞りの模様がきれいに染まって楽しかった」「ハ
ンカチを液から
出して空気に触
れさせると、色
が変化していく
の が 不 思 議 で、
とてもおもしろ
かった」と笑顔
で話しました。

７月 24 日　旭志くらだけ友の会

参加した子どもたちと指導者の皆さん

大人顔負け！ 子ども囲碁・将棋大会
　子ども囲碁・将棋大会が旭志公民館で行われ、市内
の小学生 13 人により白熱した対局が繰り広げられま
した。囲碁の部は参加少数により不成立となりました。
成績は次のとおりです。（敬称略）

【将棋の部】優勝　石
い し

口
ぐ ち

閃
せ ん

理
り

（泗水小６年）
２位　松

ま つ

岡
お か

怜
れ い

（菊之池小６年）
３位　三

み

宅
や け

仁
し ん

介
す け

（泗水東小６年）
敗者戦優勝
安
あ ん

藤
ど う

大
だ い

輝
き

（泗水東小３年）

８月８日　第 29 回子ども囲碁将棋大会

放流されたウナギの稚魚は元気いっぱいに
泳いでいました

ウナギの稚魚の放流
　菊池川漁業協同組合（江

え

藤
と う

俊
と し

男
お

組合長）が、泗水町
内を流れる合志川６カ所でウナギの稚魚を放流しまし
た。放流されたのは、生後６カ月、体長 15㌢に成長
した約６千匹ニホンウナギの稚魚。同組合は毎年アユ
の稚魚なども放流しており、漁業資源の保護に取り組
んでいます。
　同組合理事の
北
き た

田
だ

彰
あきら

さんは「魚
をとおして川に
親しみをもって
欲しい」と話し
ました。

８月 10 日　菊池川漁業協同組合

設立総会に参加する各団体の代表者

効率的な災害復興支援を目指して
　菊池市災害支援ネットワーク協議会の設立総会が七
城リバーサイドパーク木の交流館で開催され、設立趣
旨に賛同する 42 団体の代表者が参加しました。総会
では同協議会の会長に菊池市社会福祉協議会の池

い け

田
だ

一
か ず

男
お

さんを選出。多様な構成団体がそれぞれの得意分野
を生かしながら
連携し、熊本地
震の災害復興や
支援活動、地域
活性化活動など
に取り組んでい
くことが採択さ
れました。

８月 10 日　菊池市災害支援ネットワーク協議会

人形劇グループ「座・まりあ」の皆さんと
劇を鑑賞した子どもたち

支え合って20年「座・まりあ」記念講演会
　７人の市民でつくる人形劇グループ「座・まりあ」

（櫨
は ぜ

川
か わ

久
く

美
み

子
こ

代表）の結成 20 周年記念講演会が西部
市民センターで開催され、親子連れなど約 80 人が紙
芝居や人形劇を観劇しました。７人は元菊池聖母幼稚
園の保護者仲間で 1995 年にグループを結成。櫨川
さんは「楽しかっ
たら続けようと
始 め た ら 20 年
経っていた。こ
れからも仲間と
支え合い楽しみ
ながら続けてい
きたい」

８月３日　人形劇グループ「座・まりあ」

㊤優勝した菊池南中学校と準優勝の旭志・泗水中学校
㊦優勝した隈府クラブと準優勝の旭志小学校野球部

野球少年が熱戦を繰り広げました
　熊本県トラック協会菊池支部協賛・菊池市軟式野球
連盟主催による平成 28 年度市会長旗争奪学童・少年
軟式野球大会が、菊池公園多目的グラウンドで開催さ
れました。大会には市内の学童の部に９チーム、少年
の部に４チームが出場。２日間にわたり熱戦を繰り広
げました。大会
結果は次のとお
りです。

【学童の部】優勝
隈府クラブ

【少年の部】優勝
菊池南中学校

８月27・28 日　学童・少年軟式野球大会
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10月23日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

つつみ歯科医院 菊池市 0968（41）3434

10月30日
㈰

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

岩倉整形外科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

菊陽うえき歯科クリニック 菊陽町 096（285）8476

七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

11月3日
㈭㈷

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

11月6日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

林田歯科クリニック 合志市 096（248）5088

10月2日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

千々岩歯科医院 合志市 096（242）4681

10月9日
㈰

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

たけうち歯科医院 合志市 096（342）5285

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

高江バス停前薬局 菊池市 0968（38）0701

10月10日
㈪㈷

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

菊池中央病院（内） 菊池市 0968（25）3141

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

10月16日
㈰

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

みなみかわ歯科クリニック 合志市 096（242）1182

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 29 年３月までに誕生日を迎える

３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各

総合支所の広報担当まで申し込んでください。
写真はデータでも受け付けます。写真のみ後
日提出でも可能です。ホームページでも申し込
みできます。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実

◆
秋
の
菊
池
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
初
を
飾

る
の
は
き
く
ち
秋
ま
つ
り
。
一
昔
前
は

近
隣
か
ら
人
が
集
ま
り
、
商
店
街
が
大

に
ぎ
わ
い
で
し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
、

年
々
観
客
数
も
減
り
寂
し
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る

よ
う
な
こ
と
し
の
熊
本
地
震
。
し
か
し
、

逆
に
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
祭
り
を
活

性
化
し
て
復
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
◆
10
月
15
日
の
通
し
物
パ
レ
ー

ド
に
は
、
友
好
都
市
遠
野
市
か
ら
勇
壮

な
獅
子
踊
り
、
奄
美
の
龍
郷
町
か
ら
は

牛
深
ハ
イ
ヤ
節
に
似
た
に
ぎ
や
か
な
六

調
が
参
加
。
さ
ら
に
は
、
秋
祭
り
と
し

て
は
初
め
て
、
菊
池
白
龍
が
登
場
し
ま

す
。
ど
れ
も
が
震
災
を
受
け
た
菊
池
の

人
々
を
励
ま
そ
う
と
の
心
意
気
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
に
全
国
の
コ
ス
プ
レ

フ
ァ
ン
が
大
集
合
す
る
と
の
楽
し
い
報

せ
も
！
◆
翌
16
日
に
は
３
つ
の
友
好
都

市
に
加
え
、
八
女
市
・
伊
万
里
市
・
小

郡
市
・
大
刀
洗
町
か
ら
も
代
表
を
お
迎

え
し
て
「
菊
池
一
族
歴
史
交
流
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
菊
池
一
族

が
各
地
に
残
し
た
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、

関
係
市
町
の
連
携
を
深
め
、
地
域
や
観

光
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
性
化
に
つ
な

げ
る
狙
い
で
す
。
◆
震
災
が
あ
っ
て
も
、

そ
こ
か
ら
の
復
興
は
私
た
ち
の
考
え
方

次
第
。
こ
と
し
の
秋
祭
り
は
、
見
た
こ

と
の
な
い
に
ぎ
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ

そ
う
で
す
。

復興の祭りに向けてvol.31

お誕生日
おめでとう!

岡
おか

本
もと

篤
あつ

人
と

くん（○菊 木柑子）

ゆ
う
た
兄
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
遊
ん
で
ね
‼

1歳 H27年10月26日生まれ
三
さん

姓
しょう

彩
あや

人
と

くん（○泗 福本一）

楓
に
ぃ
に
、

幼
稚
園
の
み
ん
な

た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
♡

3歳 H25年10月1日生まれ

徳
とく

永
なが

 楓
かえで

ちゃん（○菊 上西寺）

た
い
ち
く
ん
♡

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
♪

3歳 H25年10月18日生まれ

高
たか

木
き

蓮
れ

王
お

くん（○菊 大琳寺）

れ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
、

い
ー
ち
ゃ
ん
い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
！

2歳 H26年10月20日生まれ

濱
はま

崎
さき

 澪
みお

ちゃん（○泗 富の原東）

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♡

2歳 H26年10月17日生まれ

冨
とみ

田
た

汰
たい

志
し

くん（○菊 上町）

せ
ん
せ
い

～

、

お
と
も
だ
ち

～

、

だ
い
す
き

～

♪

3歳 H25年10月9日生まれ

合
こう

志
し

 悠
ゆう

くん（○菊 東原）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

遊
ん
で
ね
大
好
き
♡

2歳 H26年10月12日生まれ
佐
さ

口
ぐち

加
か

乃
の

斗
と

くん（○菊 野間口）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
も

あ
り
が
と
う

～

！

2歳 H26年10月8日生まれ

角
つの

田
だ

星
あか

梨
り

ちゃん（○菊 野間口）

パ
パ
お
仕
事

頑
張
っ
て
ね
！

だ
ー
い
す
き
っ
♡

3歳 H25年10月28日生まれ

梅
うめ

田
だ

和
あい

奈
な

ちゃん（○菊 野間口）

じ
ぃ
じ　

ば
ぁ
ば

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♡

1歳 H27年10月19日生まれ
後
ご

藤
とう

捺
さ

羽
わ

ちゃん（○菊 中町）

食
べ
る
の
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い
食
べ
て

大
き
く
な
る
ね

1歳 H27年10月16日生まれ

高
たか

木
き

大
やまと

和くん（○七 間所）

ね
ぇ
ね
大
好
き
♡

2歳 H26年10月16日生まれ

後
ご

藤
とう

大
たい

熙
き

くん（○菊 大琳寺）

駿
太
兄
ち
ゃ
ん
、

快
士
兄
ち
ゃ
ん
、

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

1歳 H27年10月15日生まれ

田
た

中
なか

巴
とも

音
ね

ちゃん（○泗 富の原北）

マ
ン
マ
大
好
き
♡

沢
山
食
べ
て
大
き
く
な

る
ゾ
！　

オ
ー
っ
！

1歳 H27年10月24日生まれ

木
きの

下
した

愛
なり

彩
さ

ちゃん（○菊 北宮）

じ
い
た
ん
、ば
あ
た
ん

大
好
き
♡
い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

2歳 H26年10月4日生まれ

齊
さい

藤
とう

 楓
かえで

ちゃん（○泗 福本一）

り
ゅ
う
と
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
☆

3歳 H25年10月21日生まれ

安
やす

武
たけ

小
こ

春
はる

ちゃん（○泗 村吉）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ね
！

2歳 H26年10月5日生まれ

山
やま

本
もと

 悠
ゆう

ちゃん（○菊 野間口）

お
と
も
だ
ち
大
好
き
♡

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ね
！

3歳 H25年10月30日生まれ

井
い

手
で

陽
ひなた

葵ちゃん（○菊 大琳寺）

い
つ
も
、た
く
さ
ん

あ
そ
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

1歳 H27年10月9日生まれ

中
なか

路
じ

崇
そう

我
が

くん（○菊 大琳寺）

じ
い
じ
、ば
ぁ
ば

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

2歳 H26年10月14日生まれ

宮
みや

本
もと

航
こう

煌
き

くん（○泗 富）

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

パ
パ
、マ
マ
大
好
き
☆

3歳 H25年10月28日生まれ
楳
うめ

田
だ

樹
いつ

葵
き

ちゃん（○泗 薬師）

パ
パ
が
一
番
好
き
♡

1歳 H27年10月16日生まれ
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